
佐倉市広報番組「 Weekly  さくら」でも番組「2020年 今年はこんなことがありました」を放送（12月 21日（月）～ 31日（木））します。

３
月
20
日
〜
４
月
12
日　

京
成
電
鉄
㈱
と
連
携
し

「
桜
に
染
ま
る
ま
ち
、
佐
倉
」
を
開
催

３
月
20
日　

佐
倉
市
を
舞
台
と
し
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ「
天

倫
の
桜
」
を
リ
リ
ー
ス

３
月
23
日　

宝
樹
院
の
サ
ザ
ン
カ
を
市
の
文
化
財

（
天
然
記
念
物
）
に
指
定

３
月
31
日　

カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
が
「
佐
倉
お
も
て
な

し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
卒
業

４
月
１
日　

中
古
住
宅
解
体
新
築
支
援
事
業
、
小

規
模
宅
地
隣
地
取
得
支
援
事
業
、
空
家
等
の
地
域

貢
献
活
用
支
援
事
業
を
開
始

６
月
15
日　

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置

費
用
の
一
部
補
助
開
始

11
月
２
日　

佐
倉
市
初
！
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
佐
倉
市
版 

Ｗ
Ｅ
ラ
ブ
赤

ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
施

そ
の
ほ
か
主
な
市
の
動
き

２
０
２
０
年 

佐
倉
の
で
き
ご
と

　

２
０
２
０
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
月
。
今
年
も
佐
倉
市

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
前
に
佐
倉
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。　

　

佐
倉
市
で
は
、
３
月
28
日
に
市
内
初
の

感
染
者
が
発
生
し
、
11
月
末
現
在
、
１
９

５
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

【
今
年
１
年
の
主
な
流
れ
】

◆
佐
倉
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

策
本
部
を
設
置
（
４
月
８
日
）

◆
佐
倉
市
業
務
継
続
計
画
を
発
動（
４
月
15
日
）

◆
市
内
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中
止
に

◆
市
独
自
の
支
援
策
を
実
施

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
特
設
サ
イ
ト
「
ほ
っ
と

　

す
ま
い
る
佐
倉
」
を
開
設

◆
多
く
の
か
た
が
た
か
ら
、
温
か
い
支
援　

　
（
マ
ス
ク
・
消
毒
・
寄
付
金
な
ど
）

◆
印
旛
市
郡
医
師
会
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

　

の
設
置
（
５
月
28
日
）

◆ 

将
来
都
市
像

旧
佐
倉
市
立
志
津
小
学
校
青
菅
分
校
校
舎

国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）と
し
て
答
申

　

7
月
17
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は
、「
旧
佐
倉
市
立

志
津
小
学
校
青
菅
分
校
校
舎
」
を
国
の
登
録
有
形
文
化

財
と
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

青
菅
分
校
は
、
志
津
地
区
北
部
の
青
菅
に
位
置
し
、

志
津
小
学
校
分
校
と
し
て
昭

和
30
年
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
建
築
な
が
ら
、
戦
前

か
ら
の
木
造
校
舎
の
意
匠
を

引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
木
造
校
舎
は
解

体
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
中
で
、
大
き
な
改
修

が
さ
れ
ず
に
残
る
貴
重
な
学

校
建
築
で
す
。

 

地
域
で
の
活
動
と
功
績
が
認
め
ら
れ

　

佐
倉
市
消
防
団
が
国
か
ら
表
彰

線
路
脇
の
崖
に
住
み
着
き
、
注
目
を
集
め
た
ヤ
ギ
の
ポ
ニ
ョ

　
　

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
で
育
て
る
こ
と
に

◆
令
和
元
年
度
水
防
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰（
２
月
10
日
）

◆
令
和
元
年
度
防
災
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
（
３
月
９
日
）

◆
令
和
２
年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
（
９
月
１
日
）

　

昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
千
葉
県
を
襲
っ
た
令

和
元
年
房
総
半
島
台
風
・
令
和

元
年
東
日
本
台
風
な
ど
で
は
、

延
べ
１
５
４
３
人
の
消
防
団
員

が
、
市
内
各
所
の
倒
木
撤
去
を

は
じ
め
、
飛
散
物
の
撤
去
、
給

水
活
動
、
管
轄
区
域
の
巡
視
、

広
報
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
命
の
安
全
確
保
と
被
害
の

軽
減
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
国
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
中
旬
か
ら
、
京
成
本
線
の
線
路
沿
い
の
急
斜
面

に
迷
い
込
み
、８
月
11
日
に
無
事
保
護
さ
れ
た
子
ヤ
ギ
を
、

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
で
飼
育
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ポ
ニ
ョ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
子
ヤ
ギ
は
、
８
月
29

日
に
一
般
公
開
さ
れ
、
ポ

ニ
ョ
に
会
う
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
か
た
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

今
で
は
、
ほ
か
の
ヤ
ギ

と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
も
、
佐
倉
草
ぶ
え

の
丘
で
は
、
ほ
か
の
動
物

と
と
も
に
、
大
切
に
育
て

て
い
き
ま
す
。

 

岩
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

小
出
義
雄
記
念
陸
上
競
技
場
除
幕
式

　

岩
名
運
動
公
園
を
拠
点
と
し
て
、
世
界
で
活
躍
す
る
多
く

の
陸
上
選
手
を
育
成
し
、
ま
た
、
佐
倉
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
、
小
出
義
雄
氏
（
佐
倉
市
市
民
栄

誉
賞
受
賞
者
）
の
生
前
の
功
績
や
市
へ
の
貢
献
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
岩
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
名
称
が
、「
小

出
義
雄
記
念
陸
上
競
技
場
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
小
出
義
雄
記
念
陸
上
競
技
場
除
幕
式
（
２
月
15
日
）　　

　

小
出
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
か
た
や
市
民
な
ど
、
約
２
５

０
人
が
集
ま
り
、
名
称
変
更

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
場
に
は
、
小
出

氏
の
功
績
を
た
た
え
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

こ
う
ほ
う
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各
種
協
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を
締
結

■
企
業
・
団
体
な
ど
と
災
害
時
の
協
力
体
制
を
強
化

　

災
害
時
の
物
資
供
給
や
応
急
対
策
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
な
ど
と
12
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
健
康
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
連
携
協
働

・
中
外
製
薬
㈱
と
、
生
活
習
慣
病
、
が
ん
予
防
・
啓

発
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓

発
な
ど
に
関
し
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

・
岩
渕
薬
品
㈱
と
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
市
民
の

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
し
、
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

■
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
の
連
携
協
定

　

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
船
橋
支
社
と
、
高
齢

者
の
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
や
健
康
増
進
・
疾
病

予
防
、
子
育
て
お
よ
び
児
童
・
青
少
年
の
健
全
育

成
な
ど
の
分
野
で
、
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

笑
顔
輝
き  

佐
倉  

咲
く

　
　

み
ん
な
で
創
ろ
う

　
　
　
「
健
康
・
安
心
・
未
来
都
市
」

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
ま
で
、
12
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
指
針
と
な
る「
第
５
次
佐
倉
市
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
５
次
佐
倉
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

将
来
都
市
像
の
実
現
を
目
指
し
て

　

佐
倉
市
は
、「
歴
史
」「
自
然
」「
文
化
」
と
い
う
誇
る
べ
き
特
性
を
有
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
生
か
し
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
更
な
る
ま
ち

の
発
展
を
目
指
す
た
め
、
佐
倉
市
の
今
後
12
年
間
で
実
現
を
目
指
す
ま
ち
の
姿

「
将
来
都
市
像
」
を
定
め
ま
し
た
。
将
来
都
市
像
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
や
関

係
団
体
と
と
も
に
、今
後
も
、魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
５
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
」

①
と
も
に
支
え
合
い
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら

　

せ
る
ま
ち
（
福
祉
・
健
康
・
子
育
て
）

②
人
と
自
然
が
調
和
し
た
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

ま
ち
（
都
市
基
盤
・
住
環
境
）

③
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
活
力
と
賑
わ
い
の

　

あ
る
ま
ち
（
産
業
・
観
光
・
文
化
）

④
豊
か
な
心
を
育
み 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち（
教

　

育
）

⑤
市
民
と
と
も
に
創
る 

多
様
性
の
あ
る 

持
続

　

可
能
な
ま
ち
（
市
民
参
加
・
自
治
体
運
営
）

※
さ
ら
に
、
30
の「
基
本
施
策
」を
定
め
ま
し
た

※今号に掲載している内容は 12月２日現在の内容です。
最新情報は市ホームページ（右記二次元コード）をご覧ください

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
な
ど
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■
佐
倉
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案

の
縦
覧

日
時
　
12
月
17
日
㈭
〜
令
和
３
年
１

月
７
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所
　
市
役
所
建
設
課

対
象
　
市
内
に
住
所
の
あ
る
か
た

（
法
人
を
含
む
）お
よ
び
利
害
関
係
人

意
見
書
の
締
め
切
り　

令
和
３
年
１

月
７
日
㈭
（
消
印
有
効
）

提
出
方
法

　
意
見
の
あ
る
か
た
は
、

建
設
課
で
配
布
す
る
意
見
書
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
意
見

の
要
旨
を
添
付
し
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
〒
285
│

８
５
０
１
市
役
所

建
設
課
へ

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課

☎
（
４
８
５
）
１
１
９
１

■
予
算
要
求
状
況
の
公
表
お
よ
び
意

見
募
集
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
要
求
状
況

を
公
表
し
、
意
見
公
募
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
財
政
課
で
配
布
す
る
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
公
募
期
間 

12
月
25
日
㈮
ま
で

※
各
所
属
の
予
算
要
求
の
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

財
政
課

☎（
４
８
４
）６
１
０
９

■
保
健
師
・
看
護
師
（
会
計
年
度
任

用
職
員
）
募
集

　

母
子
保
健
事
業
に
従
事
す
る
保
健

師
、
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
健
師
】
業
務
内
容
　
幼
児
健
診

で
の
保
健
指
導

勤
務
地
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
看
護
師
】
業
務
内
容

　
幼
児
健
診

で
の
身
体
計
測
、健
診
勧
奨
事
務（
パ

ソ
コ
ン
使
用
）

勤
務
地

　
南
部
保
健
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

勤
務
時
間　

週
１
〜
２
日
、
１
日
４

時
間
（
応
相
談
）

雇
用
期
間　

令
和
３
年
２
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

時
給
　
１
４
０
０
円

募
集
人
数　

１
〜
２
人

締
め
切
り　

令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

応
募
方
法
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

資
格
証
明
書
（
写
し
）
を
〒
285
│

０

８
２
５
江
原
台
２
│

27
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

☎
（
４
８
５
）
６
７
１
２ 

■
公
立
保
育
園
保
育
士
（
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）
募
集

職
種　

保
育
士 

資
格　

保
育
士
資
格
が
あ
る
か
た

※
健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
か
た

（
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
相
手
を
す

る
た
め
） 

勤
務
先
　
市
内
公
立
保
育
園

雇
用
期
間　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

令
和
４
年
３
月
31
日

※
電
話
に
て
面
接
の
日
程
を
調
整

後
、
写
真
添
付
の
履
歴
書
、
資
格
証

明
書
の
写
し
を
面
接
時
に
持
参

※
勤
務
日
数
、
勤
務
時
間
な
ど
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課

☎
（
４
８
４
）
６
４
１
５

■
家
屋
の
取
り
壊
し
な
ど
を
さ
れ
た

か
た
へ

　

家
屋
の
取
り
壊
し
や
店
舗
を
居

宅
に
変
更
す
る
な
ど
の
用
途
変
更

を
さ
れ
た
か
た
は
、
資
産
税
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
家
屋
取
り

壊
し
後
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ

り
、
次
年
度
の
土
地
の
固
定
資
産

税
お
よ
び
都
市
計
画
税
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課
▼
家
屋
班

☎
（
４
８
４
）
６
１
２
０ 

▼
土
地

班
☎
（
４
８
４
）
６
１
１
９

お 

知 

ら 

せ

受
付
期
間　

４
月
入
所
希
望
の
か
た
は
、
令
和
３
年
１

月
５
日
㈫
〜
19
日
㈫
（
受
付
時
間
は
表
参
照
）

受
付
場
所

　
▼
新
規 

お
子
さ
ん
同
伴
で
面
接
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
学
童
保
育
所
に
面
接
日
時
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
付
場
所
、
電
話
番
号
は
表
参

照
）

▼
継
続 

入
所
し
て
い
る
学
童
保
育
所
へ
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

入
所
申
込
書
、
就
労
証
明
書
等
、
児
童
票
、

自
宅
へ
の
経
路
（
地
図
）

※
申
込
書
な
ど
（
入
所
案
内
に
綴
じ
込
み
）
は
事
前
に

記
入
の
上
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
入
所
案
内
は
子
育
て
支
援
課
、
各
出
張
所
、
各
学
童

保
育
所
、
各
公
立
保
育
園
に
あ
り
ま
す

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
か
た
も
、
年
度
ご
と
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
☎（
４
８
４
）６
４
１
５

　

学
童
保
育
所
は
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
に
よ
り
、
昼
間
家
に
い
な
い
小

学
生
に
適
切
な
生
活
の
場
を
提
供
す

る
施
設
で
す
。

施 設 名 対象学年 電 話 所管施設 受 付 時 間

公
　
立

臼井老幼の館学童保育所 １～６年 ☎（487）6210

臼井老幼の館
☎（487）6210

【児童センター・老
幼の館（併設学童
保育所含む）】
午前 9時～午後 5
時（月・祝除く）

【学童保育所】
午後１時～ 5時
（土・日・祝除く）

千代田学童保育所 １～６年 ☎（463）7381

印南学童保育所 １～６年 ☎（486）1537

王子台学童保育所 １～３年 ☎（462）5021

間野台学童保育所 １～６年 ☎（461）5525

染井野学童保育所 １～６年 ☎（463）3210

私
　
立

すみれにこにこホーム
※申込受付先はすみれ保育園 １～６年 ☎（489）4270 すみれ保育園

☎（487）8468
午後１時～ 5時
（土・日・祝除く）

光の子児童センター １～６年 ☎（462）2654 同左 午後 1時～ 6時
（土・日・祝除く）

ユーカリ優都ぴあ １～６年 ☎（460）6700 同左 午前 10時～午後 6時
（日・祝除く）

施 設 名 対象学年 電 話 所管施設 受 付 時 間

公
　
立

上志津学童保育所 １～６年 ☎（488）0326

志津児童センター
☎（310）5131

【児童センター・
老幼の館（併
設学童保育所含
む）】
午前 9時～午後
5時（月・祝除く）

【学童保育所】
午後１時～ 5時
（土・日・祝除く）

第二上志津学童保育所 １～ 2年 ☎（460）5125

西志津学童保育所 １～６年 ☎（489）1408

第二西志津学童保育所 １～３年 ☎（462）8336

第三西志津学童保育所 １～ 4年 ☎（462）2070

下志津学童保育所 １～６年 ☎（463）2301

南志津学童保育所 １～６年 ☎（462）1206

北志津児童センター学童保育所 １～６年 ☎（235）7555

北志津児童センター
☎（487）6782

※新規申込は全て
北志津児童セン
ターで受付

井野学童保育所 １～３年 ☎（463）8028

第二井野学童保育所 １～６年 ☎（462）8088

小竹学童保育所 １～６年 ☎（461）3221

志津学童保育所 １～６年 ☎（460）3345

青菅学童保育所 １～６年 ☎（463）7786

第二青菅学童保育所 １～６年 ☎（464）4512

第三青菅学童保育所 １～６年 ☎（464）4513

根郷学童保育所 １～３年 ☎（484）8394

南部児童センター
☎（483）2800

※新規申込は全て
南部児童センター
で受付

第二根郷学童保育所 １～６年 ☎（484）8018

山王学童保育所 １～６年 ☎（483）2776

大崎台学童保育所 １～６年 ☎（484）5199

寺崎学童保育所 １～３年 ☎（486）1106

弥富学童保育所 １～６年 ☎（498）1321

和田学童保育所 １～６年 ☎（498）3506

佐倉老幼の館学童保育所 １～６年 ☎（486）7090

佐倉老幼の館
☎（486）7090

佐倉学童保育所 １～３年 ☎（483）2751

白銀学童保育所 １～６年 ☎（483）2200

佐倉東学童保育所 １～６年 ☎（485）9015

内郷学童保育所 １～６年 ☎（483）2043

令
和
３
年
度 

学
童
保
育
所 

入
所
受
付
の
ご
案
内

 

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

第
３
期 

 

▼
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料 

第
６
期

《
納
付
の
ご
相
談
は
》
納
税
相
談
…
債
権
管
理
課 

☎（
４
８
４
）６
１
１
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
健
康
保
険
課 

☎（
４
８
４
）６
１
３
６

介
護
保
険
料
相
談
…
…
…
…
…
介
護
保
険
課 

☎（
４
８
４
）６
１
８
７

納
期
の
お
知
ら
せ
【
納
期
限 

12
月
25
日
㊎
】

【
東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
優
秀
賞
】

木
村
陽
泉
（
志
津
中
）

【
成
田
税
務
署
長
賞
】

野
村
友
梨
（
志
津
中
）

【
千
葉
県
佐
倉
県
税
事
務
所
長
賞
】

小
松
和
佳
菜
（
志
津
中
）

【
佐
倉
市
長
賞
】

宮
河
暖
（
上
志
津
中
）

【
一
般
社
団
法
人
　
成
田
青
色
申
告

会
会
長
賞
】

竹
森
美
月
（
臼
井
中
）

【
一
般
社
団
法
人 

成
田
法
人
会
会
長

賞
】

黒
尾
美
和
（
志
津
中
）

【
成
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
優
秀
賞
】

藤
澤
つ
ば
さ
（
上
志
津
中
）、
吉
川

歩
果
（
南
部
中
）、
近
藤
寧
乃
（
臼

井
中
）、
川
上
颯
太
（
臼
井
中
）、
野

口
雄
太
郎
（
臼
井
中
）

※
佳
作
６
人

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課

☎（
４
８
４
）６
２
２
３

　

災
害
対
応
の
調
整
、
防
災
に
関
す

る
企
画
立
案
、
関
係
団
体
と
の
連
絡

調
整
な
ど
を
担
当
す
る
任
期
付
職
員

（
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
募

集
し
ま
す
。

※
任
期
付
職
員
は
、
専
門
的
な
知
識

経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
従
事

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、

任
期
を
限
定
し
て
採
用
さ
れ
る
職
員

で
す

募
集
職
種
　
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

募
集
人
数
　
１
人

任
期　

令
和
３
年
５
月
１
日
〜
令
和

６
年
３
月
31
日
（
２
年
11
か
月
）

業
務
内
容
　
▼
災
害
対
応
の
調
整

▼
防
災
に
関
す
る
企
画
立
案
▼
関
係

団
体
と
の
連
絡
調
整
▼
市
民
へ
の
防

災
講
話
な
ど
▼
そ
の
他
危
機
事
象
に

関
す
る
応
急
対
応

受
験
資
格　

次
の
①
②
の
条
件
す
べ

て
を
満
た
す
か
た

①
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格

を
有
し
て
い
る
か
た

②
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
地
域

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
活
用

し
た
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
か
た

勤
務
時
間
　
正
規
職
員
と
同
等
（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
・
原

則
と
し
て
月
〜
金
曜
日
）

給
与
・
休
暇
等　

正
規
職
員
と
同
等

※
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
扶
養
手

当
、
期
末
勤
勉
手
当
等
の
各
種
手
当

支
給

試
験
内
容
　
第
１
次　

書
類
審
査

第
２
次　

面
接
試
験

締
め
切
り　

12
月
28
日
㈪
（
消
印
有

効
）

応
募
方
法　

申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参
で
〒
285
│
８
５
０
１
市
役
所
人

事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
・
申
込
書
は
、
人
事
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
。郵
送
希
望
者
は
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
同
封
の
う
え
、

人
事
課
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　
次
世
代
を
担
う
中
学
生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
成
田
税
務
署
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
管
内
の
中
学
校
を

対
象
と
し
た
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
市
内
の
中
学
生
の
作
品
が
多
数
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
☎（
４
８
４
）
６
２
１
０

任
期
付
職
員（
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

を
募
集
し
ま
す

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
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秋
の
叙
勲
・
褒
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐倉市民憲章
（昭和 45 年 12 月 23 日制定）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
印
旛
沼

湖
畔
の
き
れ
い
な
空
気
と
緑
と

太
陽
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
佐
倉

市
民
で
す
。
全
市
民
は
、
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
憲
章
を
守
り
、
理

想
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
美
し
く
清
潔

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
公
衆
道
徳
を

守
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
明

る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
歴
史
や
自
然

を
大
切
に
し
、
お
く
ゆ
か
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
老
人
を
敬
い
、

子
ど
も
を
愛
し
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
創
意
と
努
力

を
も
っ
て
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事業が中止・延期となる場合があります。また、事業に参加される際は、事前検温・マス
ク着用の上、ご参加くださいますようお願いいたします。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参

列
者
を
限
定
し
、
規
模
を
縮
小
し
て

戦
没
者
遺
族
の
代
表
11
人
と
関
係
者

の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
が
主
催
者
を
代

表
し
て
、「
戦
後
75
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
た
わ
が
国
は
、
国
民
一
人
一
人

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
め
ざ
ま

し
い
復
興
と
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
時
代
と
と

も
に
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く

を
占
め
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ

せ
な
い
こ
と
が
、
私
た
ち
の
重
要
な

使
命
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
、『
佐
倉
市
平
和
行

政
の
基
本
に
関
す
る
条
例
』
の
精
神

で
あ
る
恒
久
平
和
の
実
現
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
民
が
平
和
で
安
全
な

環
境
の
も
と
に
、
人
間
と
し
て
の
基

本
的
な
権
利
と
豊
か
な
生
活
を
維
持

で
き
る
よ
う
、
平
和
行
政
を
推
進
し

て
ま
い
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
倉
市
議
会
議
長
と
遺
族

会
代
表
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
遺
族
会
代
表
や
関
係
者

が
祭
壇
へ
献
花
を
し
、
戦
没
者
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
先
の

大
戦
が
終
結
し
75
年
の
年
月
が
過
ぎ

市
民
憲
章
制
定
に
込
め
ら
れ
た
思
い

　

昭
和
40
年
代
の
佐
倉
市
は
、
大
規

模
な
宅
地
開
発
や
工
業
団
地
の
造
成

な
ど
に
よ
り
、
急
激
に
人
口
が
増
加

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

全
て
の
市
民
が
互
い
に
協
力
し
て
、

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
佐
倉
を
築
こ
う

と
い
う
思
い
か
ら
、昭
和
45
年
12
月
、

市
民
共
通
の
理
念
と
し
て
市
民
憲
章

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
憲
章
に
は
、
５
つ
の
理
念

（
ペ
ー
ジ
左
下
参
照
）
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
歴
史
・
自
然
・
文
化
を

大
切
に
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
、
全
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
理
想

の
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

制
定
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
昨
今
の
頻
発
す
る
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
指
針
と
な
る
市

民
憲
章
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

〜
理
想
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に

　

市
民
憲
章
の
理
念
を
広
め
、
理
想

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
組
織
と

し
て
、
昭
和
46
年
に
佐
倉
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
市
内
で
活
動
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
、
郷
土
の
歴
史
や
伝

統
文
化
な
ど
の
紹
介
、
環
境
美
化
、

長
寿
功
労
賞
の
顕
彰
、
各
種
団
体
の

支
援
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
憲
章
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
若
い
世
代
に
向
け
た

啓
発
事
業
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
践
団
体
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

力
に
よ
っ
て
、
半
世
紀
に
わ
た
り
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
佐
倉
市
民
憲

章
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
憲
章
の
理

想
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
自
治
人
権
推
進
課　

☎
（
４
８
４
）
１
９
４
８

力
を
合
わ
せ
て
理
想
の
ま
ち
へ

　 

佐
倉
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　
「
ふ
る
さ
と
佐
倉
」
の
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
て
の
市
民
の
道
し
る
べ
と
し
て
、

昭
和
45
年
12
月
に
定
め
ら
れ
た
佐
倉
市
民
憲
章
。
制
定
50
周
年
を
迎
え
た
現
在
も
、
そ
の
理
念
や

意
義
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

根
郷
公
民
館

☎（
４
８
６
）３
１
４
７

●
千
葉
県
文
書
館
出
前
講
座

「
千
葉
県
に
お
け
る
電
気
事
業
の
変

遷
と
発
展
」　

　

明
治
期
か
ら
戦
前
期
ま
で
の
電
気

事
業
史
か
ら
、
千
葉
県
や
佐
倉
市
に

電
気
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た

か
学
び
ま
す
。

日 

令
和
３
年
１
月
22
日
㈮
午
前
10

時
〜
11
時
30
分 

要
申
し
込
み
・
無
料

講 

中
臺
綾
子
（
千
葉
県
文
書
館
）

定 

30
人
（
先
着
順
）

持 

筆
記
用
具

申 

電
話
で

●
子
ど
も
体
験
講
座
「
お
も
し
ろ
科

学
実
験
隊
」

　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
実

験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

遊
び
な
が
ら
科
学
の

楽
し
さ
に
触
れ
よ
う
。

日 

①
令
和
３
年
１
月
23
日
㈯
②
１

月
30
日
㈯
③
２
月
６
日
㈯
午
後
１
時

〜
３
時
（
集
合
は
午
後
零
時
50
分
・

全
３
回
）　

要
申
し
込
み

内 

①
酸
と
ア
ル
カ
リ
実
験
―
偏
光

シ
ー
ト
で
遊
ぼ
う
―

②
液
体
窒
素
を
使
っ
て
超
低
温
（
マ

イ
ナ
ス
196
℃
）
の
世
界
を
見
て
み

よ
う

③
鉄
は
燃
え
る
か
な
？
―
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
の
仕
組
み
を
知
ろ
う
―

費 

１
０
０
０
円
（
教
材
費
３
回
分
）

対 

小
学
４
〜
６
年
生
（
３
回
全
て

に
参
加
で
き
る
か
た
）

定 

８
人（
先
着
順
・
未
受
講
者
優
先
）

申 

電
話
で

　【
講
演
会
】「
戦
国
の
城
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル 

〜
本
佐
倉
城
築
城
か
ら
廃
城
、
そ
し
て
現
代
へ
〜
」

　

本
佐
倉
城
は
今
か
ら
約
５
０
０
年
前
に
千
葉
氏
の
居
城
と
し
て
築
城
さ

れ
、下
総
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

「
本
佐
倉
城
の
一
生
」
を
歴
史
的
背
景
も
ふ
ま
え
つ
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

令
和
３
年
２
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
零
時
30
分
（
開
場 

午
前
10
時
）　

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井 

文
化
ホ
ー
ル
（
酒
々
井
町
）

講
師　

竹
井
英
文
（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
）

定
員　

１
０
０
人
（
多
数
時
抽
選
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
、
参
加
人
数
（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
285
│
０
９
２
２
千
葉
県
印
旛

郡
酒
々
井
町
中
央
台
４
│
10
│
１ 
酒
々
井
町
生
涯
学
習
課
へ

締
め
切
り　

１
月
20
日
㈬
（
消
印
有
効
）

【
見
学
会
】
大
規
模
な
空
堀
や
土
塁
、
櫓
台
に
守
ら
れ
た
郭
群
や
虎
口
が
残

る
本
佐
倉
城
。
当
日
は
ガ
イ
ド
つ
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
時
間
内
、
順
次
案
内
） 

※
雨
天
中
止　

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　

国
史
跡
本
佐
倉
城
跡
案
内
所 

集
合
（
酒
々
井
町
）

※
駐
車
場
に
限
り
あ
り
。
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

酒
々
井
町
生
涯
学
習
課
☎（
４
９
６
）
５
３
３
４　
　
　

国
史
跡
本
佐
倉
城
跡
講
演
会
・
見
学
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
を
残
さ
れ
た
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
24
人
の
か
た
が
叙
勲
・
褒
章
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。【
順
不
同　

敬
省
略 

】

令
和
２
年

ま
し
た
。
追
悼
式
で
は
、
そ
の
当
時

の
こ
と
を
振
り
返
り
、
戦
没
者
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
恒

久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
戦
没
者
追
悼
式
に

合
わ
せ
て
、
忠
霊
塔
が
開
門
さ
れ
、

遺
族
や
市
民
の
か
た
が
た
が
訪
れ
、

故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

※
忠
霊
塔
に
は
、
過
去
の
戦
争
に
よ

る
戦
没
者
の
遺
骨
・
遺
品
が
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
佐
倉
市
遺
族
会
が
定

期
的
に
清
掃
を
実
施
し
、
８
月
15
日

と
佐
倉
市
戦
没
者
追
悼
式
の
日
に
開

門
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課

☎（
４
８
４
）６
１
３
５

戦
没
者
の
皆
さ
ま
を
追
悼
し
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
…

佐
倉
市
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

佐倉市民憲章マスコット
キャラクター「みらいくん」

　

佐
倉
市
戦
没
者
追
悼
式
が
市
役
所
内
忠
霊
塔
で
行
わ
れ
、
戦
没
者
の

遺
族
や
関
係
者
が
黙
と
う
や
献
花
を
行
い
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。（
11
月
14
日
）

【
旭
日
小
綬
章
】

鈴
木 

博（
前 

佐
倉
商
工
会
議
所
会
頭
）

【
旭
日
双
光
章
】

桐
生 

政
廣
（
元 

佐
倉
市
議
会
議
員
）

【
瑞
宝
中
綬
章
】

武
井 

豊
（
元 

最
高
検
察
庁
検
事
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

小
澤 

慶
和
（
元 

千
葉
県
商
工
労
働

部
長
）

齊
藤 

勇
治
（
元 

航
空
自
衛
隊
幹
部

学
校
教
育
部
長
）

中
野 

照
男（
元
（
独
）
文
化
財
研
究

所
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
長
）

栁
生 

美
樹
夫
（
元 

装
備
本
部
横
浜

支
部
長
）

山
口 

用
一
（
元 

千
葉
県
企
業
庁
長
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

伊
藤 

和
榮
（
元 

警
視
正
）

木
内 

俊
夫
（
元 

警
視
庁
警
部
）

小
林 

利
夫
（
元 

警
視
庁
警
部
）

高
木 

陽
一
（
元 

千
葉
県
警
部
）

中
島 

壽
通
（
元 

警
視
正
）

柳
田 

邦
夫
（
元 

警
視
庁
警
部
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

飯
田 

信
義
（
元 

京
成
電
鉄
㈱
宗
吾

工
場
電
機
職
場
長
）

菊
地 

俊
夫
（
元 

八
千
代
市
消
防
司

令
長
）

木
村 

孝
（
元 

警
視
庁
警
部
）

藤
岡 

順
英
（
元 

海
上
保
安
官
）

村
山 

弘
（
元 

葛
飾
区
清
掃
作
業
員
）

【
黄
綬
褒
章
】

花
島 

和
久
（
現 

㈲
ハ
ナ
シ
マ
代
表

取
締
役
）

【
藍
綬
褒
章
】

中
島 

哲
男
（
元 

農
林
業
セ
ン
サ
ス

調
査
員
）

古
屋 

富
子
（
現 

佐
倉
市
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
副
会
長
）

　

ほ
か
２
人
の
か
た
が
、
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

中
央
公
民
館

☎（
４
８
５
）１
８
０
１

臼
井
公
民
館

☎（
４
６
１
）６
２
２
１

●
佐
倉
学
講
座

「
成
田
参
詣
記
に
み
る
臼
井
・
佐
倉
」

日 

令
和
３
年
２
月
９
日
㈫
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
（
開
場
午
前
10
時
） 

要
申
し
込
み
・
無
料 

対 

市
内
在
住
の
か
た

定 

50
人
（
多
数
時
抽
選
・
椅
子
席

の
み
）　

講 

高
橋
健
一
（
酒
々
井
町
文
化
財

審
議
会
会
長
）

〆 

１
月
12
日
㈫
（
必
着
）

申 

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
285
│
０

０
２
５ 

鏑
木
町
１
９
８
│
３ 

中
央

公
民
館「
成
田
参
詣
記
に
み
る
臼
井
・

佐
倉
」
宛
、

chuo-public@
city.sakura.lg.jp

へ 

※
は
が
き
１
枚
、
E
メ
ー
ル
１
回
に

つ
き
２
人
ま
で

※
受
講
の
可
否
は
、
後
日
、
申
込
者

全
員
に
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す

※
動
画
配
信
サ
イ
トYouTube

「
佐

倉
市
生
涯
学
習
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
て

同
講
義
を
令
和
３
年
２
月
17
日
㈬

か
ら
配
信
予
定

●
佐
倉
学
専
門
講
座
「
千
葉
臼
井
家

譜
」
刊
行
記
念
〜
秀
胤
と
臼
井
氏
〜

日 

令
和
３
年
１
月
９
日
㈯
、
23
日

㈯
、
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
全
３
回
）　

要
申
し
込
み　

講 

森
秀
夫
（
臼
井
八
景
八
ヶ
寺
め

ぐ
り
実
行
委
員
会
代
表
）

費 

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

定 

25
人
（
先
着
順
）　

申 

電
話
で
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市職員の人事・給与などの状況は、市政資料室（市役所１号館２階）・市ホームページでもご覧になれます

市職員の人事・給与などの状況 問 人事課 ☎（484）6104

　「佐倉市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の定数・給与・勤務条件などの状況をお知らせします。

１　職員の任免・定数の状況
（１）採用・退職者数（令和元年度）

（２）採用試験の実施状況（令和元年度・任期付職員を除く） （人）
試験区分 職種 受験者数 最終合格者数

男 女 計 男 女 計

上級または大卒程度

一般行政Ⅰ 130 62 192 9 10 19
一般行政Ⅱ 48 11 59 0 1 1
土木 8 0 8 0 0 0
電気 3 0 3 0 0 0
保健師 1 12 13 0 2 2

中級または短大卒程度
一般行政初級 7 1 8 1 0 1
栄養士 1 10 11 0 3 3
保育士 2 51 53 1 9 10

計 200 147 347 11 25 36
（注）最終合格者には、補欠合格を含みます。合格者のうち、23人が令和２年４月１日付け採用。

（３）職員数（各年度の４月１日現在） （人）

（注）①一般会計・特別会計を含む全職員。③地方公務員法第 28条の 5第 1項に規定する短時間勤務職員
及び同法第 22条の 2第 1項第 2号に掲げる職員を除く。

２　職員の給与の状況など
（１）給与費（令和元年度一般会計決算）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たりの
給与費
（Ｂ /Ａ）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（Ｂ）

1,020（人） 3,799,722（千円） 1,163,784（千円） 1,642,851（千円） 6,606,357（千円） 6,477（千円）

（注）職員手当の中に退職手当は含まない

（２）平均給料月額など
区分 佐倉市 千葉県 国

一般行政職
平均給料月額 332,600 円 309,965 円 329,433 円
平均給与月額 463,055 円 408,350 円 411,123 円
平均年齢 42.4 歳 41.0 歳 43.4 歳

（注）①「平均給料月額」は、平成 31年４月１日現在の基本給の平均
　　 ②「平均給与月額」は、給料月額と月々支給される扶養手当・地域手当・住居手当、時間外勤務手当な  
　　　　どの諸手当の額を合計したもの（平成 31年４月分）
　　 ③国の平均給与額の中には時間外勤務手当・特殊勤務手当などは含まれていません。

（３）初任給の状況（令和２年４月１日現在）
区分 佐倉市 国

一般行政職
大学卒 183,900 円 総合職 186,700 円

一般職 182,200 円
高校卒 151,700 円 150,600 円

（４）各種手当の状況（令和２年４月１日現在）
区分 内容

扶養手当 ・配偶者　6,500 円　・配偶者以外の扶養親族　子１人 10,000 円、子以外
１人 6,500 円　・16～ 22歳までの子　1人につき 5,000 円加算

地域手当 給料月額・扶養手当・管理職手当の合計額の 9.2％
住居手当 借家（家賃 16,000 円を超える場合に限る）家賃額に応じて 28,000 円を限度に支給

通勤手当
自宅から通勤先までの距離が２㎞以上の場合のみ支給
・電車、バスなどを使用する場合　定期代を全額支給
・乗用車などを使用する場合（距離に応じて支給）2,000 円～ 

特殊勤務手当 日額　7種類（税務特殊手当など）

管理職手当 理事 116,500 円　部長 88,500 円　参事 70,800 円
課長 66,500 円　主幹 53,200 円　施設長 49,900 円 など

時間外勤務手当
・勤務日　時間単価× 1.25（22～ 5時は 1.50）
・週休日　時間単価× 1.35（22～ 5時は 1.60）
ともに 60時間を超える場合には最大 1.75

休日勤務手当 年末年始や国民の祝日 時間単価× 1.35（22～５時は 1.60）

管理職員特別勤務手当 管理職手当の支給金額に応じて 2,000 円～ 12,000 円
※週休日および平日深夜に、災害などの理由で出勤した場合に支給

期末勤勉手当

期末手当 勤勉手当
6月期 1.3 月分 0.95 月分
12月期 1.3 月分 0.95 月分
計 2.6 月分 1.90 月分 ※職務の級による加算措置あり

退職手当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
※千葉県市町村総合事務組合の
退職手当条例により、支給率が
決められています。

勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
一人当たりの
平均支給額 3,447 千円 21,631 千円 （令和元年度）

（５）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 2年４月１日現在）
区分 経験年数 10年 経験年数 20年 経験年数 25年 経験年数 30年

一般行政職
大学卒 256,718 円 366,533 円 397,400 円 398,920 円
高校卒 373,985 円 394,600 円

（６）特別職の報酬など（令和２年 4月１日現在）
　特別職の報酬などは、佐倉市特別職報酬等審議会の答申を受けて、「特別職の職員の給与に関する
条例」、「議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例」により定められています。
区分 給料・報酬月額 地域手当 退職手当 期末手当
市長 940,000 円

9.2％
給料月額×在職月数× 0.35
給料月額×在職月数× 0.25
給料月額×在職月数× 0.20

※任期ごとに支給

　6月期 2.225 月分
 12 月期 2.225 月分
      計　4.45 月分

加算措置あり（20％）

副市長 800,000 円
教育長 720,000 円

議長 520,000 円
ー ー副議長 480,000 円

議員 460,000 円

（注）経験年数 10年及び経験年数 20年の高校卒職員は０人です。  

３　職員の勤務時間・その他の勤務条件の状況（令和元年度）
（１）勤務時間

１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 始業時刻 終業時刻 休憩時間 週休日

38時間 45分 7時間 45分 午前 8時 30分 午後 5時 15分 正午～午後 1時 土・日
（注）出先機関や施設などの勤務時間・週休日は、上記と異なる場合あり

（２）休暇制度
区分 内容

有給
年次有給休暇 年間 20日（令和元年度平均取得日数 12.7 日）
特別休暇 年末年始、夏季休暇、産前産後、子育て休暇、忌引 など
療養休暇 負傷・疾病のため療養する必要がある場合

無給
介護休暇 配偶者・父母・子などを長期介護する場合　3年以内
組合休暇 職員団体の活動に従事する場合　年間 30日以内

男性職員 女性職員 計
2（2） 42（20） 44（22）

（３）育児休業の取得人数 （人）

（注）平成 30年度以前から引き続き育児休業を取得している者を含む。
　　 （　）内は、令和元年度に新たに育児休業を取得した人数

４　職員の分限・懲戒の状況（令和元年度）
分限処分者数（延べ人数） 懲戒処分者数（延べ人数）

降任 免職 休職 降給 計 戒告 減給 停職 免職 計
0 0 58 0 58 0 2 0 0 2

５　職員の服務の状況
区分 地方公務員法の根拠条文 違反による処分件数

法令及び上司の命令に従う義務 第 32条 ０件
信用失墜行為の禁止 第 33条 1件
秘密を守る義務 第 34条 1件
職務に専念する義務 第 35条 ０件
政治的行為の制限 第 36条 ０件
争議行為などの禁止 第 37条 ０件
営利企業などの従事制限 第 38条 ０件

６　職員の研修・人事評価の状況（令和元年度）

区分 講座数 延べ参加人数 経費
市主催研修 42 766 人 7,267,082 円研修機関による研修 117 1,655 人

（１）職員の研修

（２）人事評価
評定期間 評定時期 対象者 評定項目

4月～翌年 3月 １月 すべての一般職職員

業績評価・能力評価（業務遂行能力、改革改
善・創造、情報収集・活用力、折衝調整・コミュ
ニケーション、組織力向上、職務別評価項目
（規律接遇等））

７　職員の福祉・利益の保護の状況（令和元年度）
区分 決算額・内容

千葉県市町村共済組合・公立学校
共済組合による福利厚生事業

1,319,133,559 円（各共済組合に対する負担金）
短期給付（健康保険）、長期給付（年金関係）など

千葉県市町村互助会による
福利厚生事業

1,457,280 円（互助会に対する負担金）
出産費助成、弔慰金の給付、各種保険事業など

職員の健康管理に関する事業 11,554,819 円
定期健康診断、健康管理に関する相談の実施など

被服の貸与 742,945 円
作業服などを必要に応じて貸与

公務災害の発生状況 4件

８　公平委員会の業務の状況（令和元年度）
（１）勤務条件に関する措置の要求　　該当なし
（２）不利益処分に関する審査請求　　該当なし

９　公益通報制度の運営状況（令和元年度）
件数 : １（１）　　（１）は受付件数
（注）市職員の職務に係る法令などの違反について、職員など（市から事務または事業の委託を受
けたものなどを含む）からの通報や相談を受け付ける制度

採用者数 退職者数
年度当初採用 中途採用

計
中途退職

年度末 転出 計
新規 転入 任期付 採用数 うち任期付 退職数 うち任期付

一般 育休代替 一般 育休代替 一般 育休代替
23 11 2 0 14 0 13 50 10 1 2 43 9 62

10　退職職員の再就職状況（令和元年度）
令和元年度に退職した課長級以上の職員のうち、営利企業等への再就職の届出があったもの

部局 市長部局等 教育委員会 上下水道部
人数 0 6 0

（人）

区分 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和２年度
①職員数 1,023 1,010 1,032 1,038 1,039 1,029
②再任用職員 63 75 90 93 82 76
③会計年度任用職員 72
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「
泣
い
て
も
い
い
よ
！
」
の
気
持
ち
を
伝
え
る

   「
Ｗ
Ｅ
ラ
ブ
赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

子
育
て
中
の
マ
マ
や
パ
パ
を
応
援
し
ま
す

〜
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
を
温
か
く
見
守
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
〜

【
寄
付
金
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
？
】

　

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど
を
作
成
す
る
ほ
か
、
更
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

周
知
・
啓
発
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

【
協
力
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
】

♥
寄
付
に
よ
る
ご
協
力
の
場
合（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

　

個
人
の
場
合
は
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」（https://w

w
w
.furusato-tax.

jp/gcf/1078

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
企
業
・
団
体
の
場
合
は
、
地
域
創
生

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

実
施
期
間　

令
和
３
年
１
月
15
日
㈮
ま
で

目
標
金
額　

１
０
０
万
円

♥
グ
ッ
ズ
や
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た
い
か
た

▼
令
和
３
年
度
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
配
布

時
期
や
方
法
な
ど
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

▼
市
内
の
企
業
や
自
治
会

で
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
子
育

て
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

市
内（
地
域
）に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
る
人
や
場
所
を
増
や
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
元

年
12
月
、
エ
キ
サ
イ
ト
㈱
が
立
ち
上
げ
た
「
Ｗ
Ｅ
ラ
ブ

赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
賛
同
し
ま
し
た
。

　

マ
マ
・
パ
パ
・
赤
ち
ゃ
ん
に
、
言
葉
に
し
な
く
て

も
「
泣
い
て
も
い
い
よ
！
」

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
よ
う
、『「
泣
い

て
も
い
い
よ
！
」
ス
テ
ッ

カ
ー
』
を
配
布
し
た
ほ
か
、

こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
お
店
な
ど

に
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
こ
ん
な
風
に
活
用
し
ま
し
た

♥
あ
る
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
…
（
10
代
女
性
）

　

電
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
向
か
い
に
座
っ
て
い
た
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
き
始
め
ま
し
た
。
マ
マ
は
一
生
懸
命
赤
ち
ゃ

ん
を
あ
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
泣
き
止
ま
ず
、

困
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
携
帯
電
話
に
貼
っ
て
い
る
「
泣
い
て
も
い
い

よ
！
」
ス
テ
ッ
カ
ー
を
、
そ
れ
と
な
く
マ
マ
に
見
え
る
よ

う
に
持
ち
ま
し
た
。
マ
マ
は
ス
テ
ッ
カ
ー
に
気
づ
き
、
笑

顔
に
な
り
ま
し
た
！

　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
せ
た
と
き
は
少
し
恥
ず
か
し
か
っ

た
で
す
が
、
声
に
出
し
て
言
う
よ
り
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
か
っ
た
で
す
。

※
ス
テ
ッ
カ
ー
は
好
評
に
つ
き
、
予
定
枚
数
の
１
０

０
枚
の
配
布
が
終
了
し
ま
し
た

　

現
在
は
、
佐
倉
市
初
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
必
要
な
、
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
制
作
す
る
た
め
、
寄
付
を
募
っ
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
い
た
だ
い
た
か

た
に
、ス
テ
ッ
カ
ー
や
缶
バ
ッ
ジ（
下

写
真
）
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
市
民
一
人
一
人
が
、
赤

ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
を
温
か
く
見
守

り
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
、

応
援
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

「
Ｗ
Ｅ
ラ
ブ
赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
…

問
い
合
わ
せ　

▼
子
育
て
支
援
課
☎
（
４
８
４
）
６

２
４
６　

▼
地
域
創
生
課
☎
（
４
８
４
）
６
７
４
８

　
市
で
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
使
用

で
き
る
人
、
持
っ
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
割
引
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　

交
通
空
白
地
域
の
移
動
手
段
と
し
て
運
行
し
て
い
る
「
佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
」で
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
を
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
２
０
０
円
か
ら

１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る
④
運
転
免
許
自
主
返

納
割
引
パ
ス
の
提
示
に
よ
る
割
引
が
１
０
０
円
か
ら
無
料
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
割
引
は
、
佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
限
定
で
す
。
路
線
バ
ス
で
は
割
引

に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
割
引
制
度
や
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

運賃 200円→ 1年間無料
④運転免許自主返納割引パス

対象者：市内在住で 1年以内に運転
経歴証明書の交付を受けたかた
有効期限：割引パス交付後 1年間

問
い
合
わ
せ　

▼
佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
運
転
免
許
自
主
返
納
割
引
パ
ス
に
関

す
る
こ
と 

都
市
計
画
課
☎（
４
８
４
）６
１
６
４ 
▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に

関
す
る
こ
と 

健
康
保
険
課 

☎
（
４
８
４
）
６
１
３
６ 

▼
チ
ー
パ
ス
の
配
布
に
関
す
る

こ
と 

子
育
て
支
援
課
☎
（
４
８
４
）
６
２
４
６ 
▼
運
転
経
歴
証
明
書
に
関
す
る
こ
と 

佐
倉
警
察
署
☎
（
４
８
４
）
０
１
１
０ 

③運転経歴証明書

②チーパス

①後期高齢者医療被保険者証
運賃200円→100円

主な対象者：運転免許を自主返納したかた

主な対象者：75歳以上のかた

対象者：千葉県在住の中学校修了ま
でのお子さんまたは妊娠中のかたお
よび同居のご家族

＜割引パス申し込み方法＞
・交付場所　都市計画課窓口（即日交
付）、郵送による申請（後日送付）
・必要書類  申込書、運転経歴証明書（※）、
写真（縦３㎝×横2.4㎝）　
※郵送の場合はコピー

【運行ルート】

感
謝
祭
２
０
２
０

★
炊
き
出
し
（
豚
汁
）

     

12
月
26
日
㊏
・
27
日
㊐ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
て
い
る
農
家

の
新
鮮
な
野
菜
を
使
用
し
た
、
お
い
し
い
豚
汁
で
す
。
お

椀
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
※
な
く
な
り
次
第
終
了

★「
読
売
巨
人
軍 

重
信
慎
之
介
選
手
」
の
サ
イ
ン
会

　

  

12
月
26
日
㊏
・
27
日
㊐ 

午
後
１
時
〜
３
時

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
重
信
選
手
（
写
真
）
が
ソ
メ
イ
ノ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
！  

　

重
信
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ（
Ｔ
シ
ャ
ツ・

エ
コ
バ
ッ
ク
）
を
購
入
い
た
だ
い

た
か
た
に
は
、
購
入
グ
ッ
ズ
に
直

筆
サ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

※
グ
ッ
ズ
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

問
い
合
わ
せ　

Som
eino  Innovation 

Farm
 　

 inform
ation.sif@

gm
ail.com

ソ
メ
イ
ノ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト

　

染
井
野
の
街
で
生
ま
れ

育
っ
た
若
者
た
ち
が
集
ま

り
、
企
画
し
開
催
し
て
い

ま
す
。　

　

約
20
店
舗
の
市
内
や
近

隣
市
町
の
生
産
者
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
農
産
物
や

加
工
品
を
販
売
し
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
土
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

七
井
戸
公
園
（
染
井
野
）
の
沿
道

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

12
月
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ち
ょ
っ
と
違
う
！

※
通
常
の
時
間
帯
（
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）
は
開
催
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

12
月
19
日
㊏
・
20
日
㊐ 

午
後
５
時
〜
９
時

　

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
土
日
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

お
迎
え
し
ま
す
。

▼▼

▼

▼▼▼▼

▼

コミュニティバスは、
４ルートで運行中！
1内郷ルート　
2志津北側ルート
3畔田・下志津ルート
4南部地域ルート

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
グ
ッ
ズ
を
作
る
た
め
の
事
業
で
す
か
】

　

啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
で
周
知
・
啓
発
の
み
で
は
な
く
、

紙
お
む
つ
や
お
し
り
ふ
き
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
「（
仮
称
）
子
育
て
応
援
自
動
販
売
機
」
や
お

む
つ
替
え
や
授
乳
が
で
き
る
「（
仮
称
）
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
子
育
て
中
の

マ
マ
・
パ
パ
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ロ
の
女
流
棋
士
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
小
髙
佐
季
子
さ
ん
は
、

佐
倉
市
在
住
の
高
校
生
３
年
生
。
３

歳
か
ら
佐
倉
市
に
住
み
、
将
棋
塾
を

経
営
す
る
父
や
兄
の
影
響
で
小
さ
な

こ
ろ
か
ら
将
棋
を
始
め
ま
し
た
。

　

小
学
校
５
年
生
で
女
子
と
し
て
は

初
め
て
「
小
学
生
将
棋
名
人
戦
千
葉

県
予
選
」
で
優
勝
す
る
な
ど
、
小
学

校
高
学
年
の
こ
ろ
か
ら
頭
角
を
現
し

ま
し
た
。
中
学
３
年
生
の
２
０
１
８

年
２
月
、
女
流
２
級
に
昇
格
。
昨
年

10
月
に
は
女
流
王
位
戦
予
選
決
勝
進

出
に
よ
り
女
流
１
級
に
昇
格
し
、
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

―
将
棋
を
始
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ

で
す
か
？

　

将
棋
を
さ
わ
り
始
め
た
の
は
５
歳

く
ら
い
で
す
。
父
が
経
営
す
る
将
棋

塾
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
小
学
校

に
入
学
し
た
こ
ろ
か
ら
、
本
格
的
に

や
り
始
め
ま
し
た
。

―
始
め
た
こ
ろ
か
ら
将
棋
は
好
き

で
し
た
か
？

　

好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
で
す
。
最

初
の
頃
は
全
然
勝
て
な
か
っ
た
で
す

し
、
何
が
お
も
し
ろ
い
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
将
棋
を
楽
し
い
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
２

と
か
中
３
く
ら
い
に
な
っ
て
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

―
将
棋
を
や
ら
な
い
日
は
あ
り
ま

す
か
？

　

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
忙
し
い

時
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
局

２
局
は
将
棋
を
指
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
た
ま
に
は
将
棋
を
休
み
た
い

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
休

み
た
い
気
持
ち
を
我
慢
し
て
い
ま

す
。1

日
休
ん
で
実
際
に
差
が

つ
い
て
し
ま
う
か
は
わ
か
ら
な

い
で
す
が
、
ほ
か
の
人
に
置
い

て
行
か
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
気

に
な
り
ま
す
。
そ
の1

日
で
差

が
つ
く
と
思
う
と
怖
く
な
り
ま

す
ね
。

―
佐
倉
で
好
き
な
景
色
は
ど
こ

で
す
か
？

　

よ
く
父
と
車
で
帰
る
の
で
す

が
、
そ
の
帰
り
道
で
印
旛
沼
が

見
え
る
ん
で
す
。
月
が
出
て
い

る
と
き
は
、印
旛
沼
に
月
が
映
っ

て
、
そ
れ
が
す
ご
く
き
れ
い
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
月
が
見
え
る

と
き
は
そ
れ
を
楽
し
み
に
帰
っ

て
い
ま
す
ね
。

―
佐
倉
で
思
い
出
に
残
る
場
所
は

あ
り
ま
す
か
？

 　

佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
畑
で
す
。
小
学
生
の
と
き
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
に

行
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
春
に
な
っ

て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
花
が
一
面
に
広

が
っ
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
の
植

え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
咲
い
て
い
る

ん
だ
と
思
っ
て
感

動
し
ま
し
た
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
労
は
？

　

強
い
相
手
と
直
接
将
棋
が
で
き
な

い
期
間
が
長
く
続
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
学
校
が
休
校
の
と
き
は
将
棋
塾

に
来
て
、
将
棋
の
本
を
読
ん
で
勉
強

し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
対
局

を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
思
い

通
り
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
学

校
の
友
達
が
応
援
し
て
く
れ
る
の
で

頑
張
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

―
ま
も
な
く
高
校
を
卒
業
し
ま
す

が
、今
後
何
を
し
て
過
ご
し
ま
す
か
？

　

卒
業
後
は
、
今
ま
で
学
校
が
あ
っ

た
の
で
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

平
日
に
開
催
さ
れ
る
将
棋
の
研
究
会

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上

に
将
棋
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

―
将
来
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

タ
イ
ト
ル
獲
得
が
目
標
で
す
。「
こ

の
人
の
将
棋
は
お
も
し
ろ
い
し
、
勉

強
に
な
る
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
将

棋
を
指
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

国
劇
場
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
の
コ
ゼ
ッ
ト

役
を
史
上
最
年
少
（
当
時
18
歳
）
で

射
止
め
た
熊
谷
彩
春
さ
ん
。「
佐
倉

の
自
然
の
中
で
過
ご
し
た
子
ど
も
時

代
が
、
今
の
自
分
の
感
性
を
作
っ
て

い
る
」と
話
す
熊
谷
さ
ん
に
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
と
の
出
会
い
や
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
俳
優
と
し
て
見
据
え
る
未
来
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

―
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
の
出
会
い
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
た
の

は
、
２
歳
の
と
き
で
す
。
父
の
転
勤

に
よ
り
、
２
歳
か
ら
４
歳
の
３
年
間

を
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で
過
ご
し
、

ウ
ェ
ス
ト
・
エ
ン
ド
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
観
劇
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
衝
撃
を
受
け
た
の
か
、
以
来
、

自
宅
の
ソ
フ
ァ
を
舞
台
に
見
立

て
て
、
ず
っ
と
歌
っ
て
踊
っ
て

い
た
と
母
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
歳
で
地
元
・
佐
倉
に
戻
っ

て
き
て
か
ら
バ
レ
エ
や
ピ
ア
ノ

を
習
い
始
め
、
小
学
４
年
生
か

ら
は
都
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス

ク
ー
ル
に
通
う
よ
う
に
。
小
学

校
卒
業
時
に
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
俳
優
に
な
り
た
い
」
と
作
文

を
書
く
ほ
ど
、
私
が
や
り
た
い

の
は
こ
れ
だ
と
明
確
な
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。

―
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
に

な
り
た
い
」
と
思
い
が
明
確
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た

か
？

　

通
っ
て
い
た
小
竹
小
学
校

で
、
友
達
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ご
っ
こ

を
し
て
遊
ん
で
い
て
、
そ
の
原
体
験

は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
ま

た
ま
、
同
学
年
の
友
達
が
み
ん
な
歌

う
こ
と
が
大
好
き
で
、
昼
休
み
に
集

ま
っ
て
は
自
分
た
ち
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
作
り
、
下
駄
箱
の
前
の
ち
ょ
っ

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
舞
台
に
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
し
て
い
た
ん

で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
ク
ラ
ス
を
ま
た

い
で
13
人
く
ら
い
。
公
演
に
な
る
と

他
の
学
年
の
子
た
ち
も
見
に
来
て
く

れ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
楽
し
さ
に

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
た

ち
が
口
を
出
す
こ
と
は
一
切
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
よ
う
に
や
っ

て
い
る
の
を
見
守
っ
て
く
れ
た
、
本

当
に
素
敵
な
小
学
校
で
し
た
。

―
熊
谷
さ
ん
に
と
っ
て
佐
倉
の
魅

力
と
は
？

　

人
の
あ
た
た
か
さ
と
緑
の
豊
か
さ

で
す
。
小
学
生
時
代
は
、
学
校
帰
り

に
大
声
で
歌
い
な
が
ら
、
森
や
林
の

中
に
入
っ
て
行
き
寄
り
道
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
歌
を
学
び

始
め
た
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、

実
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
田
ん
ぼ
の

中
が
練
習
場
所
に
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

声
楽
は
、声
量
が
か
な
り
出
る
の
で
、

家
で
練
習
を
し
て
い
る
と
近
所
迷
惑

な
ん
で
す
（
笑
）。
田
ん
ぼ
の
真
ん

中
に
立
っ
て
歌
っ
て
は
、
何
十
メ
ー

ト
ル
も
離
れ
た
場
所
に
設
置
し
た
レ

コ
ー
ダ
ー
で
自
分
の
歌
を
チ
ェ
ッ

ク
。
発
表
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
前
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段

の
基
本
練
習
で
も
、
毎
日
一
時
間
ほ

ど
外
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
と
き
ど

き
、
近
所
の
方
が
「
お
、
ま
た
練
習

し
て
い
る
な
」
と
か
「
歌
声
が
聞
こ

え
て
く
る
な
」
と
い
う
感
じ
で
、
見

に
来
て
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
、
目
指
す

ゴ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

実
現
し
た
い
の
は
、
佐
倉
市
民
音

楽
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
！　

今

ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感

謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

将
来
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
と

し
て
国
内
で
活
躍
で
き
る
存
在
と

な
っ
て
、
い
ず
れ
実
力
を
つ
け
て
海

外
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
見
据
え
て
い
る
の
は
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
。
ま
だ
ま
だ
遠
い
先
に
あ
る

夢
で
す
が
、
人
生
を
賭
け
て
目
指
し

た
い
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

プ

帝

熊
谷 
彩
春
（
く
ま
が
い 

い
ろ
は
）

２
０
０
０
年
４
月
生
ま
れ（
20
歳
）

　

東
宝
芸
能
所
属
。「
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
」
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
史
上

最
年
少
の
コ
ゼ
ッ
ト
役
に
抜
擢
さ

れ
、
注
目
を
集
め
る
。

小
髙 

佐
季
子
（
お
だ
か 

さ
き
こ
）

２
０
０
２
年
６
月
生
ま
れ（
18
歳
）

　

２
０
１
８
年
に
女
流
２
級
に
昇
級

し
、
正
式
な
女
流
棋
士
と
な
り
、
昨

年
女
流
１
級
昇
級
。
田
丸
昇
九
段
門

下
。

松
山 

拓
磨
（
ま
つ
や
ま 

た
く
ま
）

２
０
０
４
年
11
月
生
ま
れ（
16
歳
）

　

３
歳
か
ら
ポ
ケ
ッ
ト
バ
イ
ク
に
乗

る
。数
々
の
レ
ー
ス
で
優
勝
を
重
ね
、

M
oto3

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
に
参

戦
中
。

シティプロモーションのブランドメッセージ「佐倉で才能が開花する」
多くの優秀な人材を輩出してきた佐倉の風土に着目し、人それぞれの「才能」を伸ばせる環境があることを、このブランドメッセージとロゴマークに乗せて発信しています。
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佐
倉
ゆ
か
り
の
３
名
が
市
の
魅
力
を
発
信

「
佐
倉
親
善
大
使
」
を
紹
介
し
ま
す

お ぎ の め よ う こ

さ と う ゆ か

た か は し ま こ と

佐倉市魅力発信サイト

ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
て
い
る
バ

イ
ク
レ
ー
ス「M

oto3

世
界
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
」
に
参
戦
し
て
い
る
松

山
拓
磨
さ
ん
。
小
さ
な
頃
か
ら
ポ
ケ

バ
イ
を
始
め
た
松
山
さ
ん
は
数
々
の

レ
ー
ス
で
活
躍
。12
歳
で
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
デ
ビ
ュ
ー
し
、
昨
年
に
は
ア
ジ
ア

各
地
を
転
戦
す
る
「
ア
ジ
ア
タ
レ
ン

ト
カ
ッ
プ
」
で
総
合
２
位
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
か
ら
レ
ー

ス
の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ー
ス
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
世
界

を
舞
台
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
松
山

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
バ
イ
ク
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

３
歳
の
と
き
か
ら
ポ
ケ
バ
イ
を
始

め
ま
し
た
。
千
葉
北
に
あ
る
コ
ー
ス

で
初
め
て
ポ
ケ
バ
イ
に
乗
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
父
が
僕
に
ポ
ケ
バ
イ

を
や
ら
せ
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

自
分
で
は
そ
の
時
の
事
は
覚
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
ポ
ケ
バ

イ
を
続
け
、
12
歳
の
と
き
に
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

―
い
つ
頃
本
格
的
に
バ
イ
ク
の
道

に
進
も
う
と
考
え
ま
し
た
か
？

　

小
学
３
年
生
の
時
に
ツ
イ
ン
リ
ン

ク
も
て
ぎ
（
栃
木
県
）
で
行
わ
れ

た
、
世
界
最
高
峰
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「M
otoGP

」
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

レ
ー
ス
に
と
て
も
感
動
し
て
「
自
分

も
こ
こ
で
走
り
た
い
！
」
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
で
勝
ち
た
い
！

と
本
格
的
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

も
こ
の
頃
か
ら
で
す
。
ま
た
、
ポ
ケ

バ
イ
か
ら
ミ
ニ
バ
イ
ク
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
後
、
元
世
界
グ
ラ
ン
プ

リ
ラ
イ
ダ
ー
で
あ
る
中
野
真
矢
さ
ん

の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
、
中
野
さ
ん

か
ら
い
ろ
い
ろ
と
指
導
を
受
け
た
こ

と
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

―
バ
イ
ク
レ
ー
ス
の
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
魅
力
で
す
か
？

　

レ
ー
ス
バ
ト
ル
が
一
番
魅
力
で

す
。
転
倒
す
る
ギ
リ
ギ
リ
の
角
度
ま

で
傾
き
な
が
ら
時
速
１
０
０
㎞ 
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
し
た

り
、
他
の
レ
ー
サ
ー
と
攻
め
合
い
な

が
ら
抜
き
合
う
の
は
ス
リ
ル
と
迫
力

が
あ
っ
て
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

―
普
段
は
ど
の
よ
う
な
練
習

を
し
て
い
ま
す
か
？

　

バ
イ
ク
を
使
っ
た
練
習
は
父

の
仕
事
が
休
み
の
日
し
か
で

き
な
い
の
で
、
普
段
は
家
で
筋

ト
レ
を
し
た
り
、
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
（
自
転
車
）
に
乗
っ
て
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
は
バ
ラ
ン

ス
が
と
て
も
大
切
な
の
で
、
体

幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
メ
イ
ン
。

チ
ー
ム
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
自
分
に
合
い
そ

う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
調
べ
て

毎
日
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
佐
倉
の
魅
力
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か
？

　

佐
倉
は
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

て
心
が
休
ま
る
場
所
。
特
に
遠

征
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
す
ご
く
落
ち

着
き
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
都
会
か
ら

そ
こ
ま
で
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
生

活
に
便
利
な
所
が
佐
倉
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。
僕
は
海
外
に
行
く
こ
と

が
多
い
の
で
、
成
田
空
港
が
近
い
の

は
有
難
い
で
す
ね
。

―
お
気
に
入
り
の
場
所
は
あ
り
ま

す
か
？

　

印
旛
沼
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

で
す
。
バ
イ
ク
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

一
環
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
走
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
景
色
が
大
好
き

で
す
。
多
い
時
は
１
０
０
㎞ 
く
ら
い

走
る
の
で
す
が
、
印
旛
沼
の
景
色
に

心
癒
さ
れ
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

き
る
の
で
、
走
っ
て
い
て
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
で
す
。
他
の
人
に
も
お

勧
め
し
た
い
一
番
の
お
気
に
入
り
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

短
期
的
な
目
標
は
、
今
戦
っ
て
い

るM
oto3

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

で
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と

で
す
。
将
来
的
に
はM

otoGP

に
出

場
し
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
し
て
日
本
に
バ
イ
ク
ブ
ー
ム

を
起
こ
し
た
い
で
す
。

ヨ

　

昭
和
38
年
か
ら
佐
倉
市
在
住
。

瞳
に
星
、
花
や
リ
ボ
ン
に
彩
ら
れ

た
少
女
画
を
、
１
９
５
０
年
代
か

ら
描
き
続
け
る
。
雑
誌
の
表
紙
、口

絵
、挿
絵
を
描
く
ほ
か
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
や
筆
箱
と
い
っ
た
文
具
類

な
ど
で
、
数
多
く
の
少
女
画
を
手

が
け
る
。平
成
23
年
か
ら「
佐
倉
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
ポ
ス
タ
ー
画

も
手
が
け
て
い
る
。
平
成
30
年
か

ら
は
少
女
画
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ

た
佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

市
内
を
巡
り
、
地
域
の
足
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

佐
倉
市
出
身
。
小
学
生
か
ら
芸

能
活
動
を
始
め
、
高
校
１
年
生
で

歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。
7
枚
目
の
シ
ン

グ
ル
「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
」

で
初
の
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
。
映

画
や
ド
ラ
マ
な
ど
に
も
多
数
出

演
。
長
嶋
茂
雄
記
念
岩
名
球
場
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
平

成
29
年
）
や
、千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
佐
倉
市
デ
ー（
平
成
30
年
）で
、

国
家
独
唱
を
務
め
る
。
ま
た
、
モ

デ
ル
を
務
め
た
佐
倉
市
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
周
知
ポ
ス
タ
ー
が
好
評
。

　

佐
倉
市
出
身
。
９
歳
か
ら
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
に
取
り
組
み
、
中
学

時
代
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
ユ
ー
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
で
初
代
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
（
平

成
22
年
）。
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
15

位
（
日
本
人
ト
ッ
プ
、平
成
28
年
）。

日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
優

勝
（
平
成
26
年
・
29
年
）。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
招
致
活
動
で
は
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
登
壇
。
市
役
所
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ゆ
か

り
の
品
を
展
示
中
。

　

佐
倉
市
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ「
佐
倉
で
才
能
が
開
花
す
る
」を
テ
ー
マ
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
人
」
や
「
場
」
を
取
り
上
げ
る
佐
倉
の
魅
力
発
信
サ
イ
ト
で
す
。

　

今
回
紙
面
で
は
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
に
も
活
躍
し
て
い
る
か

た
が
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
サ
ク
ラ
イ
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（http://sakulike.city.

sakura.lg.jp/

）

問
い
合
わ
せ

　
地
域
創
生
課

☎（
４
８
４
）
６
７
４
８

✿
サ
ク
ラ
イ
ク
と
は

©KAYOKO ASAI
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新型コロナウイルス関連情報
人が集まる年末年始は十分に警戒を！

※１ 発熱相談医療機関…看護師などが医療機関の案内などを行える相談体制を整備した医療機関
※２ 発熱外来…発熱患者を受け入れる意向を表明した医療機関のうち、県の指定を受けたもの

市内月別感染者数
月 感染者数

３月
（28日～） 2 人

４月 27 人
５月 １人
６月 １人
７月 26 人
８月 78 人
９月 14 人
10 月 15 人
11 月 31 人
計 195 人

市内の感染者数 (3 月 22 日～ 11月 30 日）

期
間
（
１
週
間
当
た
り
）

緊急事態宣言
発令（4/7）

高齢者施設で
クラスター発生

接待を伴う飲食店で
クラスター発生

（人）

０
５
10
15
20
25
30
35
40
45

緊急事態宣言
解除（5/25）

　
　

 

22
日
〜
28
日

３
月 

22
日
〜
28
日

１人
数

　
　

 

26
日
〜
8
月
1
日

24
　
　

 

19
日
〜
25
日

3
　
　

 

12
日
〜
18
日

5
7
月 

５
日
〜
11
日

0
　
　

 

19
日
〜
25
日

10
　
　

 

12
日
〜
18
日

9
４
月 

５
日
〜
11
日

5
　
　

 

29
日
〜
４
月
４
日

４
　
　

 

26
日
〜
５
月
２
日

1
５
月 

3
日
〜
30
日

0
8
月 

2
日
〜
8
日

46
　
　

 

16
日
〜
22
日

9
　
　

 

9
日
〜
15
日

8
　
　

 

23
日
〜
29
日

6
　
　

 

30
日
〜
９
月
５
日

5
　
　

 
13
日
〜
19
日

5
９
月 
6
日
〜
12
日

2
　
　

 

20
日
〜
26
日

3
　
　

 

27
日
〜
10
月
3
日

1
10
月 

4
日
〜
10
日

1
　
　

 

11
日
〜
17
日

5
　
　

 

18
日
〜
24
日

2
　
　

 

25
日
〜
31
日

7
11
月 

1
日
〜
７
日

5
　
　

 

15
日
〜
21
日

4
　
　

 

８
日
〜
14
日

10 7
6
月 

28
日
〜
７
月
４
日

2

Go toキャンペーン
    開始（7/22）

 カラオケ店で
クラスター発生

感染者数
（累計） 入院中 入院調整中等 ホテル療養 施設内療養 退院・療養

解除・死亡

189 人 5人 2人 2人 - 180 人

市内感染者の状況内訳（11月 26 日現在）

あらゆる場面で「コロナ対策」を心がけましょう！

感染リスクが高まる
「５つの場面」

1 飲食を伴う懇親会など

2 大人数や長時間におよぶ飲食

3 マスクなしでの会話

4 狭い空間での共同生活

5 居場所の切り替わり (※ )

寒い時期の
感染防止ポイント

▣換気扇などでの常時換気を心がける
▣室温が下がらない範囲で常時窓を開ける（室温 18℃以上を目安）
▣加湿器や洗濯物の室内干しなどで加湿する（湿度40％以上を目安）
▣こまめな拭き掃除を

( ※ )… 休憩室、喫煙所、更衣室などでの
感染が疑われる事例が確認されています。

正面や真横は
避けて斜め向
かいに座る

飲酒は ❶短時間
❷普段一緒にいる人と
❸少人数で

体調が悪い
人は

参加しない 会食は４人以下を基本

いつでもマスク！いつでもマスク！

箸やコップを
使い回さない

感染対策ガイドラ
インを守るお店を
選ぶ

会話の際には

マスクをつけて

静かな会食を

　
　

 

29
日
〜
30
日

5

認可保育園で
クラスター発生

発熱などの症状を感じたら

― 受診の際のお願い ―
◆必ず事前に連絡してください。
◆自己判断で、複数の医療機関を受診することは控えてください。
◆受診する際にはマスクを着用し、手洗いや咳エチケットの徹底をお願いします。

・千葉県発熱相談コールセンター (24時間）☎ 03（6747）8414
・佐倉市健康管理センター (平日8：30～17：15）☎（485）6711
・発熱相談医療機関（※１）
　※県ホームページ（右記二次元コード）をご覧ください

❷かかりつけ医などがいない場合や相談先に困ったときは相談窓口に連絡

【相談窓口】

紹介された発熱外来で診察・医師の判断に応じて検査

近くの発熱外来（※２）を紹介

必ず事前連絡をしてから受診

❶まずは身近な医療機関（かかりつけ医など）に電話相談

診療・検査
できる医療機関の場合

かかりつけ医などで診察・医師の判断に応じて検査

診療・検査
できない医療機関の場合

【かかりつけ医など】

必ず事前連絡をしてから受診



９…新型コロナウイルス感染症関連情報 2020 年（令和 2年）12 月 15 日〈1347 号〉

 新型コロナウイルス感染症にかかる支援情報

固定資産税等の特例措置  まもなく受付開始 ! 
【申告期間】令和３年１月４日㈪～２月１日㈪

　新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少した中小事業者等
は申告により、令和３年度課税の１年度分に限り、事業用家屋及び償却
資産に係る固定資産税及び都市計画税を軽減できます。
　軽減を受けるためには、事前に認定経営革新等支援機関等に申告書類
の認定を受けて、佐倉市に提出する必要があります。なお、認定経営革
新等支援機関等の確認印がない申告書は、受け付けることがで
きませんのでご注意ください。
※詳細は、市ホームページ（右記二次元コードから）をご覧くだ
さい

【寄付金やマスク・消毒薬などを佐倉市に寄付していただいたかた】（順不同、敬称略）
　明治安田生命保険相互会社 佐倉新町営業所、株式会社オカムラホーム、五十嵐和代、ハッピーリ
ターン祭、佐倉倫理法人会 山藤利夫、佐倉中央ロータリークラブ、佐倉市民カレッジ 25期生「さ
くら竹垣物語 25」、一般社団法人佐倉市建設業防災協会、立石浩子、土屋 剛、株式会社ズーム・ティ、
京成電鉄株式会社 役員有志一同、アスター、株式会社エイトス、株式会社QVCジャパン、塚田商
事株式会社 塚田、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社、株式会社WiLL、第一サッシ工業株
式会社、岩渕薬品株式会社、株式会社ウォーターネット、株式会社スワット、 松木知子、 一般社団
法人 佐倉市建設業防災協会、内藤昇、公益社団法人佐倉青年会議所、三報物産株式会社、株式会社
OSGコーポレーション、株式会社旭鶴、北浦玲子、株式会社あらた、ふしぎの森工房、株式会社中
央フーズ、佐倉市管工事協同組合、株式会社佐倉水道センター、有限会社大全、萬豊商事株式會社 
王義成、斉藤太嘉志・恵子、中央ロータリークラブ、茗渡国際貿易株式会社、表町町内会、 佐倉市
倫理法人会、NPO法人 PAL、エーザイ株式会社、エバーフィット 24

◆寄付金

　　新型コロナウイルス感染症への対応のためにと、市内外を問わず、多くの企業や団体・個人
のかたから、温かいご支援をいただいております。いただきましたご寄付については、福祉施設
や教育施設、保育施設といった各施設などで活用させていただきます。改めて、ご支援をいただ
いた皆さまに心よりお礼申し上げます。

　感染症の拡大防止や感染症により影響を受けているかたがたの支援などに寄付金を活用させて
いただくため、ふるさと納税によるご支援を受け付けています。（6月22日～継続中）

金額　382 万 9700 円　（12月 2日時点）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止や影響を受けるかたへの支援のために

皆様から多大なるご支援を頂きました

価格　１冊１万円（３万冊発行）
内容　額面 1000 円の商品券 13枚綴り、１万 3000 円相当
※大型店で使用できるのは 13枚のうち８枚までです
※商品券を使えるお店（取扱店）は、佐倉市プレミアム商品券取
扱店MAP（右記二次元コード）でお知らせします
購入対象者　市内在住のかた　
購入限度　１人２冊まで
有効期間　令和３年１月 12日㈫～５月 31日㈪
購入方法　郵便または専用WEB フォーム（右記二次元コード）
により事前申し込み。抽選後、市内郵便局（平日のみ）、市役所（指
定の日曜日のみ・右記参照）で販売
※郵便にて申し込みを行う場合は「応募専用はがき」に必要事項を記載の上、
佐倉商工会議所宛てに郵送してください。「応募専用はがき」を付属したチラ
シは、佐倉商工会議所や市内公共施設（出張所等）に配架しています
※「応募専用はがき」以外では応募できません

※申し込みは１人１回。複数申し込みがあった場合は無効とします
締め切り　▶第一回申し込み…12月 21日㈪（必着）　
▶第二回申し込み…令和３年１月 18日㈪（必着）　
　抽選後、当選者には当選はがき（引換券）が送付されます。申し込み時に
指定した郵便局または市役所で商品券を購入してください。
※第１回の応募で落選した場合、自動的に第２回の抽選販売の対象となります
※落選者への通知は行いません
引き換えできる日時
▶郵便局　令和３年１月 12日㈫～ 2月 26日㈮の平日午前９時～午後５時
▶市役所　令和３年１月 24日㈰、２月 14日㈰、２月 28日㈰午前９時～午後５時

◉お金や仕事などの相談
▶佐倉市 債権管理課（納税に関する相談）☎（484）6118
▶佐倉市社会福祉協議会　（貸付等の相談）　☎（484）6200　
▶くらしサポートセンター佐倉　（住居・仕事・引きこもりなどの相談）

☎（309）5483
【事業者向け】
佐倉市 事業者総合相談窓口☎（484）6021

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、生活に影響を特に受
けやすいひとり親世帯を支援するための臨時給付金です。
【基本給付】対象　平成 14 年 4月 2日以降に生まれた児童（児童に基準以
上の障害がある場合は 20 歳未満）を養育しているひとり親世帯等のうち、
❶❷に該当するかた
❶公的年金給付などを受けていることにより、令和 2年 6月分の児童扶養手
当の支給を受けていないかた
※平成 30年の収入額が児童扶養手当の支給対象となる水準にあるかた
❷新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、急変後 1年間の
収入見込額が、児童扶養手当の支給対象となる水準にあるかた
給付額　１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円加算
【追加給付】対象　❶に該当するかたおよび令和 2年 6月分の児童扶養手当
の支給を受けているかたで、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計
が急変し、収入が大きく減少されたかた
給付額　１世帯５万円
申請方法　必要書類を持参または郵送で〒285─8501 市役所児童青少年課
窓口へ提出してください
申請期限　令和 3年 2月 26日㈮（必着）
※申請は 1回限りです。既に支給を受けているかたは申請できません
※必要書類など、詳細は児童青少年課へお問い合わせください

「佐倉市プレミアム商品券」が発売されます
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、売り上げが減少している市内商業者に対する支援と地域の消費喚起などを目的
として、佐倉商工会議所が「佐倉市プレミアム商品券」を発行します。プレミアム率 30％のお得な商品券です！

ひとり親世帯臨時特別給付金の
申請を受け付けています

◉商品券の取扱店を募集しています
　希望されるかたは、専用WEBフォーム（右記二次元コー
ド）からお申し込みいただくか、佐倉商工会議所（上記連
絡先）にお問い合わせください。

相談先 連絡先 時間
こころの健康相談統
一ダイヤル ☎ 0570（064）556 午前9時～午後６時30分（土・日曜、祝日、年末年始をのぞく）
よりそいホットライン ☎ 0120（279）338 365 日 24時間千葉いのちの電話 ☎（227）3900

NPO 自殺対策支援
センターライフリン
クSNS相談

ht tps : //yo r i so i -
chat.jp/
（右記
二次元
コード）

▶月・火・木・金・日：午
後５時～ 10 時 30 分（受付 
午後 10時まで）
▶水：午前 11 時～午後４時
30分（受付 午後 4時まで）

健康管理センター ☎（485）6712
平日午前 8 時 30 分～午後
５時 15分西部保健センター ☎（463）4181

南部保健センター ☎（483）2812

　長引く新型コロナウイルス感染症の影響で、日常生活
に大きな変化が生じています。さまざまなストレスや生
活上の問題から、抑うつ症状となり、尊い命を自ら絶た
れるかたが全国的に増えています。
　一人で悩みを抱え込まずに、まずは身近な人に相談し
てください。もし、身近な人に相談しづらい場合は、下
記にご相談ください。

一人で悩んでいませんか？

❶確認
　依頼

❷認定

❸申告書
提出認定経営革新等支

援機関等（国の認
定を受けた税理
士・会計士など）

中小事業者等 佐倉市

問い合わせ　
佐倉商工会議所☎（486）2331

問い合わせ　資産税課 ▶償却資産担当 ☎（484）6252
　　　　　　　　　　 ▶家屋担当 ☎（484）6120

問い合わせ　児童青少年課☎（484）6140

【申告の流れ（イメージ）】

お悩みのかたはお気軽にご相談ください

そのほか多くの皆さまから支援を頂きました

新型コロナウイルス感染拡大に伴う支援情報は、市ホームページ（右記二次元コード）も併せてご覧ください。



消費生活
相談から

き
っ
か
け
は
〝
Ｓ
Ｎ
Ｓ
〞

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！

http://w
w
w
.city.sakura.lg.jp/soshiki/4-3-0-0-0_10.htm

l

児童虐待に関する通報  児童青少年課（平日）☎（484）6263・佐倉市役所（土・日・祝日、夜間）☎（484）1111㈹・千葉県中央児童相談所（24時間）☎（252）1152

【
１
部
】
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

【
２
部
】
午
後
零
時
30
分
〜
２
時

※
利
用
の
際
は
事
前
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
利
用
時
間
は
１
時
間
程

度
で
お
願
い
し
ま
す

●
わ
く
わ
く
制
作
「
親
子
で
お
正

月
飾
り
の
制
作
を
楽
し
も
う
」

日 

12
月
21
日
㈪
〜

25
日
㈮　

要
申
し
込
み

●
ち
び
っ
こ
シ
ア
タ
ー
「
ホ
ー
ル

で
映
画
気
分
を
味
わ
お
う
」

日 

令
和
３
年
１
月
６
日
㈬
午
前

10
時
30
分
〜
11
時　

要
申
し
込
み

●
身
体
測
定

「
お
お
き
く
な
っ
た
か
な
？
」

日 

１
月
12
日
㈫
〜
15
日
㈮　

要
申
し
込
み

●
わ
く
わ
く
制
作
「
親
子
で
節
分

制
作
を
楽
し
も
う
」

日 

１
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮　

要
申
し
込
み

●
子
育
て
講
座

「
ほ
め
方
叱
り
方
の
コ
ツ
！
」

日 

１
月
26
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
15
分　

要
申
し
込
み 

定 

５
組
（
先
着
順
）
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災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、

警
報
等
に
よ
り
避
難
を
呼
び
か

け
ら
れ
た
場
合
で
も
、
私
た
ち

人
間
は
必
ず
し
も
迅
速
に
避
難

を
始
め
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
避
難
行
動
が
遅
れ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
異
常
気
象
や
災

害
の
予
報
を
聞
い
て
も
「
こ
の

く
ら
い
は
普
通
の
範
囲
だ
」
と

考
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
物

事
を
普
段
の
生
活
の
範
囲
内
で

理
解
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
か
ら
で
す
。
少
し
変
わ
っ

た
こ
と
が
起
き
る
度
に
「
こ
れ

は
大
ご
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
考
え
て
い
て
は
、
不
安

で
普
通
の
生
活
が
送
れ
ま
せ
ん
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」「
み
ん

な
と
一
緒
に
」
な
ど
と
い
う
気

持
ち
が
、
普
段
の
心
の
安
定
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
心
理
が
、

災
害
時
に
は
適
切
な
判
断
や
迅

速
な
避
難
行
動
を
阻
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

　

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る

と
き
に
は
、
こ
の
心
理
を
振
り

払
っ
て
自
分
の
中
の
危
険
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
い
ち
早
く
避

難
行
動
を
取
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
頭
で
分
か
っ
て
い
て
も
か

ら
だ
が
動
か
な
け
れ
ば
、
自
分

の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
人
間
の
心
理
を
理
解
し
た

う
え
で
、
日
頃
か
ら
避
難
訓
練

等
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に

素
早
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

くらし
の話題

「
自
分
は
大
丈
夫
」は
危
な
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
の
心
理

 

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

℻
（
４
８
３
）
８
６
０
４

子
育
て
応
援
情
報
　
す
く
す
く 

佐
倉
っ
子

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

悪
質
商
法
の
勧
誘
手
口
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
）
が
悪
用
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
友
人
や

知
ら
な
い
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
交

流
で
き
る
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
の
総

称【事
例
１
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
閲
覧
中
に
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
広

告
が
表
示
さ
れ
、
体
験
談
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
お
試
し
を
注
文
。

後
日
商
品
が
届
き
代
金
を
支
払
っ

た
が
、
翌
日
20
袋
の
サ
プ
リ
メ
ン

ト
と
４
万
円
の
請
求
が
届
い
た
。

驚
い
て
事
業
者
に
電
話
を
す
る

と
、
４
回
の
定
期
購
入
の
申
し
込

み
と
言
わ
れ
た
。
広
告
に
は
定
期

購
入
の
説
明
は
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
最
初
に
見
た
広
告
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
４
回
分
を
支
払
う

し
か
な
い
の
か
。（
50
代
女
性
）

【
事
例
２
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
誰
で
も

簡
単
に
儲
か
る
」
と
い
う
広
告
を

見
た
。
動
画
の
人
物
が
自
信
満
々

で
解
説
す
る
姿
を
見
て
、
自
分
で

も
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
た
。「
先

着
10
名
に
資
産
運
用
ツ
ー
ル
25
万

円
」
と
紹
介
し
て
い
た
の
で
申
し

込
ん
だ
。
情
報
商
材
が
送
ら
れ
て

き
た
が
難
し
く
て
わ
か
ら
な
い
。

解
約
希
望
。（
20
代
女
性
）

【
事
例
３
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
あ
っ

た
人
か
ら
８
万
円
の
融
資
を
持
ち

掛
け
ら
れ
、
手
付
金
３
万
円
を
指

定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
ん
だ

が
、
融
資
さ
れ
ず
連
絡
も
つ
か
な

い
。（
50
代
男
性
）

【
相
談
員
か
ら
】

　

相
談
の
特
徴
と
し
て
、

❶
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
広
告
が
き
っ
か
け

と
な
る
ト
ラ
ブ
ル

　

健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
お

試
し
定
期
購
入
、
洋
服
や
家
電
製
品

の
商
品
未
着
や
偽
物
が
届
く
な
ど

❷
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
知
り
合
っ
た
相
手

か
ら
の
誘
い
が
き
っ
か
け
と
な
る

ト
ラ
ブ
ル

　

情
報
商
材
や
転
売
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
儲
け
話
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

へ
の
誘
導
な
ど

❸
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
知
り
合
っ
た
相
手

と
の
個
人
間
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル

　

個
人
間
融
資
や
投
稿
な
ど
を
見

て
転
売
チ
ケ
ッ
ト
を
申
し
込
ん
だ

が
チ
ケ
ッ
ト
が
届
か
な
い
な
ど
で

す
。
10
代
、
20
代
の
若
年
層
だ
け

で
は
な
く
、
50
代
以
上
で
も
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
が
、
や

り
取
り
の
相
手
が
本
当
に
信
用
で

き
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
商
品

効
果
を
過
剰
に
う
た
っ
た
広
告
や

「
簡
単
に
儲
か
る
」「
会
い
た
い
」

な
ど
の
投
稿
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う

の
み
に
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
営
事
業
者
は
規
約
で

ト
ラ
ブ
ル
の
責
任
は
負
わ
な
い
旨

を
定
め
て
い
ま
す
。
相
手
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

申 

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
３
）３
０
１
０

（
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

 

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

佐
倉
保
育
園

　
　

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

馬
渡
保
育
園

　
　

森
の
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）５
３
０
０

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
　

ユ
ー
カ
リ
ベ
ビ
ー

 　
　
　
　

 

☎（
４
６
４
）０
０
３
０

㈪
・
㈬
〜
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
提
供
会
員
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
か
た
と
、「
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
」
か
た
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

※
当
面
の
間
、集
団
で
の
入
会
説
明
会
は
中
止
し
ま
す
。

個
別
対
応
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
入
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

申 

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
８
）
１
２
７
０

※
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
当
た
っ
て

は
、 

佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
注
意
事

項
に
沿
っ
て
行
い
ま
す
。
当
日
、

体
調
チ
ェ
ッ
ク
表
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
と

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
・
消
費

生
活
に
関
す
る
疑
問
や
問
い

合
わ
せ
な
ど
、
専
門
の
相
談

員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日 

午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
３
）４
９
９
９

お
気
軽
にご

相
談
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
」

「
モ
ノ
・
人
・
お
金

自
分
整
理
の
す
す
め
」

日
時　

令
和
３
年
２
月
20
日
㈯
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

講
師　

阿
部
絢
子（
生
活
研
究
家
、

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

定
員　

45
人
（
先
着
順
）

●
お
誕
生
日
の
お
祝
い

　
誕
生
日
付
き
に
は
、
手
作
り
の

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日

「
赤
ち
ゃ
ん
喜
ぶ
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

日 

令
和
３
年
１
月
15
日
㈮
午
前

10
時
〜
11
時　

要
申
し
込
み

場 

中
央
公
民
館

定 

５
組
（
先
着
順
）

問 

電
話
で
受
付

●
身
体
測
定

日 

１
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮　

申
し
込
み
不
要

●
身
体
測
定

　

身
体
測
定
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し

ま
す
。

日 

令
和
３
年
１
月
８
日
㈮
、
15

日
㈮
、
22
日
㈮
、
29
日
㈮

●
絵
本
の
時
間

　

季
節
に
合
わ
せ
た

絵
本
と
楽
し
い
手
遊

び
の
時
間
で
す
。

日 

１
月
25
日
㈪
午
前
11
時
〜
11

時
30
分　

要
申
し
込
み

●
身
体
測
定

　

記
録
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日 

毎
月
第
４
火
曜
日
午
前
10
時

〜
10
時
30
分

●
お
誕
生
月
お
め
で
と
う

　

誕
生
月
に
来
園
さ
れ
た
か
た
に

は
、
手
形
を
押
し
た
カ
ー
ド
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

●
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う　

　

節
分
の
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

描
い
た
り
貼
っ
た
り
簡
単
な
製
作

で
す
。

日 

１
月
19
日
㈫
・
21
日
㈭

●
子
育
て
講
座　

　

１
月
か
ら
は
根
郷
保
育
園
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
内
容
を
掲
載
し

ま
す
。
１
月
は
「
嘔
吐
の
処
理
の

仕
方
に
つ
い
て
」
で
す
。

※
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
・

申
し
込
み
不
要
・
場
所
は
各
園

※
利
用
前
に
、
検
温
、
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
手
指
消
毒
、
大
人

の
か
た
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
長
時
間
の
ご
利
用
は
お
控
え

く
だ
さ
い

 

根
郷
保
育
園

　
　
ね
・
Ｇ
Ｏ
ひ
ろ
ば

 

　
　
　
　 

☎（
４
８
４
）４
６
６
１

㈫
・
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ミ
ニ
講
座

「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
♪
」

日 

１
月
27
日
㈬
①
午
前
10
時
〜

10
時
30
分
②
午
前
10
時
40
分
〜
11

時
10
分　

要
申
し
込
み

場 

中
央
公
民
館

対 

未
就
学
、
幼
稚
園
保
育
園
に

在
籍
し
て
い
な
い
か
た

定 

各
５
組
（
先
着
順
）

問 

電
話
で
受
付



●
西
印
旛
沼
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ 

12
月
20
日
㈰
、
令
和
３
年
１

月
17
日
㈰
各
午
前
10
時
〜
午
後
２

時 

京
成
臼
井
駅
集
合 

２
０
０
円 

〆 

各
前
日
ま
で 

申 

問 

日
本
野

鳥
の
会
千
葉
県
・
遠
藤
☎
０
９
０

（
８
０
４
６
）９
４
５
３

●
結
婚
情
報
交
換
会 

12
月
27
日

㈰
午
後
３
時
〜
５
時 

臼
井
公 

２

０
０
０
円 

対 

未
婚
者
お
よ
び
親

族 

問 

世
話
や
き
叔
母
さ
ん
・
山
口

☎
０
７
０（
４
４
９
３
）０
７
８
１

●
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル 

令
和
３

年
１
月
17
日
㈰
午
後
2
時
〜
４

時 

音
ホ 

１
５
０
０
円 

対 

５
歳

〜 

定 

３
０
０
人 

〆 

前
日
ま
で 

申 

問 

稲
生
亜
沙
紀
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
実
行
委
員
会
・
稲
生
☎
℻

（
４
８
８
）０
６
３
３

■
中
国
語 

第
１
・
３
土
曜
午
前

10
時
〜
正
午 

志
津
公 

費 

月
３
０

０
０
円 

問 

佐
倉
中
国
語
を
楽
し

む
会
・
小
畑
☎（
４
６
９
）
９
８

１
９

■
囲
碁 

月
・
金
曜（
月
４
回
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時 

囲
碁
ク
ラ

ブ 

費 

１
回
５
０
０
円 

問 

囲
碁

級
位
者
の
会
・
西
田
☎
０
７
０（
５

５
５
８
）３
８
８
３

■
話
し
方 

第
２
・
４
火
曜
午
前

10
時
〜
正
午 

中
央
公 

費 

月
２

０
０
０
円 
問 
佐
倉
話
し
方
友
の

会
・
園
原
☎
０
９
０（
３
２
４
９
）

６
０
０
２

■
太
極
拳 

火
曜
午
前
10
時
〜
正

午 

中
志
津
自
治
会
セ
ン
タ
ー 

入  

１
０
０
０
円 

費 

月
２
６
０
０
円 

対 

初
心
者 

問 

志
津
太
極
拳
同
好

会
火
曜
サ
ー
ク
ル
・
橋
本
☎
０
９

０（
３
２
１
２
）
７
６
９
０

■
合
気
道 

火
曜
午
後
７
時
〜
９

時
、
土
曜
午
後
３
時
〜
５
時
、
日

曜
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

市
体 

入 

３
０
０
０
円 

費 

月
３

０
０
０
円 

問 

佐
倉
合
気
会
・
今

関
☎（
４
８
５
）５
７
５
５

♦
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財【
青

菅
の
ど
ん
ど
れ
え
】の
開
催
に
関

し
て
の
お
願
い　
　

　

令
和
３
年
１
月
14
日
㈭
に
予
定

し
て
い
る【
青
菅
の
ど
ん
ど
れ
え
】

行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
感
染

対
策
を
し
た
う
え
で
実
施
し
ま

す
。

▽
密
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
青
菅

区
以
外
の
か
た
の
参
加
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す

▽
マ
ス
ク
は
必
ず
着
用
し
、
発

熱
な
ど
体
調
不
良
の
か
た
は
参

加
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▽
餅
や
御
神
酒
の
ふ
る
ま
い
は
中

止
し
ま
す

問 

青
菅
区
・
設
楽
☎
０
９
０（
５

５
５
０
）４
２
４
２
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イ
ベ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

　

紙
面
の
都
合
で
限
ら
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、

主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
…
日 

日
時 
場 
場
所 

内 

内
容 

入 

入
会
金 

費 

会
費 

対 

対
象 

定 

定
員 

〆 

締
め
切
り 
申 
申
し
込
み 

問 

問
い
合
わ
せ　

略
称
…
コ
ミ
セ
ン
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ミ
レ
セ
ン
ミ
レ
ニ

ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 

西
志
津
ふ
れ
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

千
代

田
ふ
れ
千
代
田
・
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

公
公
民
館 

市
美
市
立

美
術
館 

音
ホ
市
民
音
楽
ホ
ー
ル 

市
体
市
民
体
育
館 

西
福
セ
ン
西
部
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

岩
運
岩
名
運
動
公
園 　

佐
倉
瓦
版

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、各種イベントが中止・延期となる場合があります。参加にあたっては、主催者へお問い合わせの
上、ご参加くださいますようお願いいたします。【12 月２日現在】

■
申
し
込
み
方
法

 

「
こ
う
ほ
う
佐
倉 

佐
倉
瓦
版
掲

載
申
込
書
」
に
記
入
し
、
提
出
。

【
申
込
書
】

　

各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

【
提
出
先
】

　

市
の
施
設
を
会
場
と
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
の

窓
口
へ
提
出
。

　

そ
れ
以
外
は
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
広
報
課
へ
（
Ｅ

メ
ー
ル
不
可
）。

■
締
め
切
り

　

掲
載
希
望
号
の
１
か
月
前
の

15
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
平
日
・
必
着
）。

■
回
数

　

１
団
体
に
つ
き
、「
催
し
」、

「
サ
ー
ク
ル
」
合
わ
せ
て
年
度

内
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
４
回

ま
で
。

■
文
字
数
・
内
容

　

１
０
０
字
以
内（
１
０
０
字

以
内
で
も
、
記
載
内
容
の
統
一

的
な
表
記
な
ど
で
記
入
事
項
の

一
部
に
つ
い
て
割
愛
す
る
場
合

あ
り
）。

※
「
第
○
回
」、「
初
心
者
歓
迎
」、

「
持
ち
物
」な
ど
の
補
足
的
な
内

容
は
掲
載
不
可

※
別
団
体
で
も
代
表
者
が
同
じ

場
合
な
ど
は
、
掲
載
回
数
を
制

限
す
る
こ
と
も
あ
り

■
掲
載
で
き
な
い
も
の

▼
活
動
場
所
が
市
外
の
も
の 

▼

営
利
団
体
の
活
動
・
営
利
目
的

の
も
の 

▼
政
治
・
宗
教
団
体
の

活
動 

▼
売
名
行
為
と
考
え
ら
れ

る
も
の 

▼
会
員
相
互
間
の
連
絡 

※
こ
の
ほ
か
の
基
準
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
込
書
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

広
報
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
０
１

℻
（
４
８
６
）
８
７
２
０

「
佐
倉
瓦
版
」掲
載
基
準

　
　
　

短　
　
　

歌　
　
　
　

川　

上　
　
　

三　

郎　
　
　

  

選

　
　
　

俳　
　
　

句　
　
　
　

内　

 

海　
　
　

良　

 

太　
　
　

選

　
　
　

川　
　
　

柳　
　
　
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー 

川
柳
同
好
会　
　
　

選  

▼
毎
月
５
日
締
め
切
り（
消
印
有
効
）。
翌
月
15
日

号
掲
載
。
投
稿
は
未
発
表
の
作
品
で
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
１
分
野
に
限
る
。
は
が
き
に
作
品

【
俳
句
は
１
人
２
句
。
短
歌
・
川
柳
は
１
人
２
首（
句
）

ま
で
】・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
か
い
書

で
明
記
し
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
海
隣
寺
町
97 

佐
倉

市
役
所
広
報
課
へ
。 

※
投
稿
作
品
は
、
選
者
が
添

削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ぶ
んげ

い

雑
草
に
悩
み
し
友
が
決
断
す
晴
れ
や
か
な
声
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
と

中
西　

千
年
（
上
志
津
）

評　

楽
し
か
っ
た
草
取
り
、
庭
の
整
備
は
歳
を
か
さ
ね
る
と
難
儀
な
も
の
。
友

を
思
い
や
る
作
者
の
気
持
ち
、未
来
志
向
の
ふ
た
り
の
関
係
が
響
い
て
き
ま
す
。

ダ
ウ
ン
症
の
い
と
し
き
孫
に
手
ま
ね
し
て
通
じ
た
る
時
う
れ
し
さ
ひ
と
し
お

飯
沢　

ひ
で
（
白　

銀
）

曼
殊
沙
華
自
撮
り
し
ま
す
か
ス
マ
ホ
い
う
大
き
な
お
世
話
と
言
い
返
す
わ
れ

西
林
ゆ
う
こ
（
西
志
津
）

手
間
か
け
て
作
り
し
季
節
の
栗
御
飯
夫
の
手
土
産
山
畦
道
の

村
田
千
世
子
（
中
志
津
）

白
樺
に
心
う
つ
せ
し
山
百
合
や
香
り
眩
し
き
朝
日
に
打
た
れ

橋
本
る
り
子
（
王
子
台
）

何
処
か
ら
か
甘
い
香
り
の
流
れ
つ
く
秋
の
訪
れ
星
は
黄
金
に

石
田　

和
子
（
中
志
津
）

ス
キ
ッ
プ
を
し
て
行
く
少
年
窓
に
追
ふ
心
の
内
を
ど
ぎ
ま
ぎ
さ
せ
て

山
﨑　

清
市
（
飯　

野
）

ス
リ
ッ
パ
で
叩
い
て
ご
免
ゴ
キ
ブ
リ
君
き
み
に
も
親
と
姉
弟
の
居
る
ね

松
浦　

福
雄
（
将
門
町
）

外
行
け
ず
庭
の
金
魚
と
語
り
合
う 

佐
藤　

富
秋　
　
（
将
門
町
）

ク
イ
ズ
本
解
く
の
に
電
子
辞
書
を
買
い　
　

 

庄
田　

俊
子　
　
（　

城　

）

デ
ジ
タ
ル
化
ま
す
ま
す
隅
に
追
い
や
ら
れ 

半
田　

徳
子　
　
（
大
蛇
町
）

未
熟
児
で
生
ま
れ
し
孫
に
背
を
ぬ
か
れ 

菅
原　

静
枝　
　
（
大
蛇
町
）

白
ピ
ン
ク
路
肩
の
コ
ス
モ
ス
主
張
す
る　

  　

土
方
喜
久
枝　
　
（　

城　

）

秋
の
空
雲
の
流
れ
の
上
下
か
な　
　
　
　
　
　

米
田　

敏
子
（
最
上
町
）

評　

秋
天
に
上
行
く
雲
、下
く
る
雲
、天
気
の
変
わ
る
前
触
れ
か
も
知
れ
な
い
。

あ
わ
た
だ
し
い
雲
の
動
き
を
見
て
、
的
確
に
対
象
を
把
握
し
た
句
と
な
っ
た
。

ね
ん
ね
こ
は
浅
葱
に
母
は
セ
ピ
ア
色　
　
　
　

高
山　

礼
子
（
本　

町
）

城
跡
の
土
手
を
射
貫
け
り
曼
珠
沙
華　
　
　
　

金
原　

恵
子
（
田　

町
）

行
止
ま
り
多
き
佐
倉
や
暮
れ
の
秋　
　
　
　
　

石
原　

知
子 （
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

草
の
絮
風
筋
に
乗
り
飛
び
立
て
り　
　
　
　
　

佐
藤　

和
子 

（
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

追
い
か
く
る
落
葉
転
が
り
隣
へ
と　
　
　
　
　

平
野　

浩
子
（
染
井
野
）

朝
寒
に
亡
母
の
形
見
を
羽
織
り
け
り　
　
　
　

亀
井
喜
代
美
（
江
原
台
）

蔦
紅
葉
昔
め
き
た
る
写
真
館　
　
　
　
　
　
　

今
井　

礼
子
（
上　

座
）

秋
の
蚊
の
仏
壇
か
ら
の
奇
襲
か
な　
　
　
　
　

小
林　

恭
子
（
染
井
野
）

愛
猫
の
ま
な
こ
真
ん
丸
鴨
来
る　
　
　
　
　
　

松
山　

武
男
（
宮　

前
）

雲
間
よ
り
煌
煌
の
月
待
ち
わ
び
る　
　
　
　
　

星
野　

静
哉
（
寺　

崎
）

ぬ
く
め
酒
紅
さ
す
気
力
ま
だ
あ
り
て　
　
　
　

濱
田
は
る
み
（
井　

野
）

♦
ふ
る
さ
と
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

冬
の
ふ
る
さ
と
広
場
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

風
車
や
広

場
内
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の

ほ
か
、
崖
の
上

に
い
た
あ
の

動
物
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
出

現
す
る
か
も
!?

　

売
店
の「
佐
蘭
花
」
も
時
間
を

延
長
し
て
営
業
予
定
で
す
。

日 

12
月
19
日
㈯
、
令
和
３
年
１

月
９
日
㈯
午
後
５
時
〜
９
時　

※
雨
天
中
止 

場 

佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場

問 

佐
倉
市
観
光
協
会

☎（
４
８
６
）６
０
０
０

♦
新
春
佐
倉
七
福
神
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー

日 

令
和
３
年
１
月
５
日
㈫
午
前

10
時
〜
午
後
零
時
30
分 

※
雨
天

決
行　

要
申
し
込
み

場 
佐
倉
新
町
お
は
や
し
館
集
合

（
午
前
10
時
集
合
）

費 

２
０
０
円（
保
険
料
込
み
） 

〆 

12
月
31
日
㈭

※
団
体
行
動
の
た
め
、
個
人
で
の

御
朱
印
集
め
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申 

問 

フ
ァ
ク
ス
で
、
参
加
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、「
佐
倉
七
福
神
ガ
イ
ド
ガ

イ
ド
の
会
」・
鎌
滝
℻
０
４
７
６

（
９
８
）
１
８
４
５

♦
つ
る
バ
ラ
の
誘
引
講
習
会  　

日 

令
和
３
年
１
月
13
日
㈬
・
21

日
㈭
・
30
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

零
時
30
分 

※
雨
天
中
止

場 

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘 

費 

1
０
０
０
円（
別
途
入
園
料
）

定 

10
人（
先
着
順
）

持 

剪
定
ば
さ
み
、
皮
手
袋 

※
ガ
ー
デ
ン
で
の
講
習
会
で
す
。

暖
か
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

申 

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
希
望
日
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号（
携
帯
電
話
）、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
285
│

０
０
０
３ 

飯
野
８
２
０ 

佐
倉
草

ぶ
え
の
丘
バ
ラ
園
℻（
４
８
６
）

９
３
５
６
、

koushuukai@
kusabueroses.jp

へ

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ラ
文
化
研
究
所

☎
０
８
０（
１
２
３
９
）６
９
９
２

♦
起
業
や
事
業
経
営
に
関
す
る
個

別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

毎
月
第
２
水
曜
日
に
千
葉
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
に

よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
店
を
立
ち
上
げ
て
み
た
い
、

今
の
会
社
で
新
規
事
業
を
起
こ
し

た
い
な
ど
、
起
業
や
経
営
に
関
す

る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

日 

令
和
３
年
１
月
13
日
㈬
午
前

10
時
〜
午
後
４
時　

要
申
し
込
み
・
無
料　

場 C

コO
-L

ラ

A
B

ボ

O
 S

サA
K

クU
R

ラA

〆 

１
月
６
日
㈬

申 

問 

産
業
振
興
課

☎（
４
８
４
）６
１
４
５

♦
里
親
制
度
説
明
会

日 

令
和
３
年
１
月
23
日
㈯
午
後
２

時
〜
４
時　

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内 

里
親
制
度
説
明
、
里
親
体
験

談
、
個
別
相
談
会

申 

問 

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ち
ば「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

☎
０
４
７
０（
２
８
）４
２
８
８

♦「
廃
菌
床
」を
無
料
配
布
し
ま
す

　

堆
肥
の
原
料
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な

ど
の
飼
育
資
材
に
な
り
ま
す
。

日 
随
時
受
付（
お
問
い
合
わ
せ

後
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

場 

問 

佐
倉
き
の
こ
園

☎（
４
８
６
）
３
９
８
７

♦
令
和
２
年
度「
冬
の
交
通
安
全

運
動
」 

〜
ハ
イ
ビ
ー
ム 
こ
ま
め

に
活
用 

事
故
防
止
〜

【
運
動
重
点
】

▽
夕
暮
れ
時
や
夜
間

・
明
け
方
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止 

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

問 

道
路
維
持
課

☎（
４
８
４
）
６
１
３
０

お
知
ら
せ



佐倉市役所 〒 285-8501 千葉県佐倉市海隣寺町 97番地 ☎ 043（484）1111（代）http://www.city.sakura.lg.jp/
発行日／毎月 1日・15日　編集発行／佐倉市・広報課出版・平和・国際班☎ 043（484）6101・℻ 043（486）8720・ koho@city.sakura.lg.jp

古紙再生紙
植物油インキ使用

2020 年（令和 2年）12 月 15 日〈1347 号〉 年末年始のご案内　12

休日・夜間の水漏れは（緊急連絡）
24 時間受付・年中無休（佐倉市管工事組合）

☎（485）8660

カンの収集日 ビンの収集日

12/15 ㈫
※12月29日㈫の
カンの収集は
お休みします

12/22 ㈫

うめたてごみ

12/17 ㈭
金属類・
小型家電
12/24 ㈭

人口のうごき ※（ ）内は前月からの増減
佐倉地区 13,422世帯（-10） 28,129 人 （-28）
臼井地区 13,872世帯 （-7） 30,187 人 （-30）
志津地区 33,580世帯（+19） 76,111 人 （+16）
根郷地区 11,831世帯（+16） 25,585 人 （-8）
和田地区 769世帯 （+1） 1,733 人 （-6）
弥富地区 725世帯 （-2） 1,525 人 （+2）
千代田地区 4,284 世帯 （-1） 10,470 人 （-3）
計 78,483世帯 （+16） 173,740 人 （-57）

<令和２年 11月末現在>

出生 52人 死亡 130人 転入等 453人 転出等 432人
男 85,649 人 女 88,091 人 （うち外国人住民 3,743 人）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

年末年始のご案内
市の施設の休業日ごみの収集 問 廃棄物対策課 

☎（484）6149

　佐倉市消防団が、年末の防火に対する注意
喚起と出火被害を未然に防止するため、消防
車両で市内を巡回します。
時間　午後７時～ 10時　　　　
問 危機管理室 ☎（484）6132

歳末警戒の実施（12月 27日㈰～ 30日㈬）

休日・年末年始の急病は
（受診の際は保険証および子ども医療費助成受給券をご持参ください）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516

日曜・祝日・年末年始(12/29 ～ 1/3)
８：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています
小児初期急病診療所（健康管理センター内）

☎（485）3355  ※小児内科のみ
毎夜間  受付 19：00～翌朝５：45

日曜・祝日・年末年始 (12/29 ～ 1/3)は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付
※受診される際は事前にご連絡ください

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
☎（239）2020

日曜・祝日・年末年始(12/29 ～ 1/3)
受付 19：00～ 21：45　内科・歯科
※受診される際は事前にご連絡ください

こども急病電話相談【小児】
夜 ☎♯8000【毎日受付】19：00～翌朝6：00
　　救急安心電話相談【小児以外】

  夜 ☎♯７009【毎日受付】18：00～翌朝6：00
日曜・祝日・年末年始・ゴールデンウィーク 9:00 ～翌朝 6:00

◆ 12月 29日㈫～１月３日㈰はお休みです。年末年始は
混雑しますので、早めに許可業者へお申込みください。

問 さくら斎場
☎（484）0846さくら斎場

し尿の収集 問 印旛衛生施設管理組合 
☎（498）1538

問広報課  映像・メディア推進班☎（484）6206

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

【12月の番組スケジュール】

～ 20日㈰
佐倉湧水探検隊

～大地の恵み
"湧き水 " を探せ！～

21 日㈪～ 31日㈭
2020年  

今年はこんなことが
ありました

▶番組の一部をYouTube佐
倉市公式チャンネル（右記二
次元コードから）でもご覧い
ただけます。
http://www.youtube.com/user/TheSakuraCity

■放送時間　毎日 放送
13：00～、17：00～、22：00～（各 20分）

休日の 各種証明書 交付場所
◉市役所・志津出張所
 【第２・４日曜】８：30～ 17：15

住民票、印鑑登録証明書、戸籍の証明書、税証明書
◉市民サービスセンター（佐倉・西志津）
 【土・日曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人・一
部事項証明
◉自動交付機（佐倉市役所・臼井情報コーナー・
ユーカリが丘出張所）
 【土曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票（改正前・除票、住民票コード・個人番号
入りは不可）、印鑑登録証明書

問佐倉市役所 ☎（484）1111（代）

高齢者に関するご相談は  最寄りの

地域包括支援センターへ
志津北部　☎（462）9531
志津南部　☎（460）7700
臼井・千代田　☎（488）3731
佐　倉　　☎（488）5151
南　部　　☎（483）5520

午前８時 30分～午後 5時 30分（土祝除く）
緊急時は時間外も電話で対応〈無料〉
※ 12/29 ㈫～１/3㈰はお休みします

佐倉湧水探検隊 ～大地の恵み "湧き水 " を探せ！～

◆１月２日㈯から霊安室（遺体安置および面会）、３日㈰
から通夜式場の業務を開始します。

日にち 火 葬 告別式 通 夜 霊安室 ○
：
利
用
可
能
　
×
：
利
用
不
可

12
月

29 日㈫ ○ ○ × ○
30日㈬（友引） × × ○ ○
31日㈭ ○ ○ × ○

１
月

１日㈮ × × × ×
２日㈯ × × × ○
３日㈰ × × ○ ○
４日㈪ ○ ○ × ○
5日㈫（友引） × × ○ ○

※利用の申し込みは、年中無休・24時間受付

◉集積所での収集 ※事業系ごみは出せません
▶年末は 12月 30日㈬で収集が終了
▶年始は１月４日㈪から収集を開始

12
月

28日㈪ もやせるごみ

１
月

１日㈮

収集なし29日㈫ 収集なし 2 日㈯

30日㈬ もやせるごみ
（臨時収集） 3日㈰

31日㈭ 収集なし 4 日㈪ もやせるごみ

※ごみは収集日の朝８時 30分までに、必ず市指定ごみ袋
に入れて出してください
※前日の夜や指定日以外には出さないでください
※臨時収集日は、通常と異なる時間帯に収集される場合があります
◉粗大ごみ有料戸別収集
▶年内の収集予約：12月 21日㈪まで
▶年内の収集：12月 28日㈪まで
▶年始の収集予約：１月 4日㈪から
●一般家庭からの酒々井リサイクル文化センターへの自己搬
入（10㎏あたり 350円）は、12 月 29日㈫までです。
▶時間　午前８時30分～ 11時 30分、午後１時～４時 30分
問 酒々井リサイクル文化センター☎（496）7511

市役所・コミュニティセンター など
12 月 28日㈪～１月４日㈪

▶市民サービスセンター ▶西志津ふれあいセンター 
▶千代田・染井野ふれあいセンター ▶和田ふるさと館
▶佐倉コミュニティセンター ▶志津コミュニティセンター 
▶市民公益活動サポートセンター

12 月 29日㈫～１月 3日㈰
▶市役所・出張所・派出所 ※休業中の戸籍の届け出は、
市役所１号館守衛室で受け付けます
▶自動交付機（市役所・臼井情報コーナー・ユーカリが丘出張所） 
▶佐倉市パスポートセンター ▶消費生活センター 
▶男女平等参画推進センター

子ども・高齢者・保健施設
12 月 28日㈪～１月４日㈪

▶青少年センター ▶西部・南部地域福祉センター
▶老人憩の家 ▶児童センター ▶老幼の館

12 月 29日㈫～１月 3日㈰
▶保育園 ▶学童保育所 ▶子育て支援センター  
▶子育て世代包括支援センター▶ヤングプラザ
▶地域包括支援センター ▶健康管理センター 
▶西部・南部保健センター

公民館・図書館・スポーツ施設 など
12 月 28日㈪～１月 1日（金・祝）

▶佐倉草ぶえの丘
12 月 28日㈪～１月 3日㈰

▶市民体育館
12 月 28日㈪～１月４日㈪

▶公民館 ▶市民音楽ホール ▶市立美術館 ▶佐倉新町お
はやし館▶武家屋敷・旧堀田邸・佐倉順天堂記念館

12 月 28日㈪～１月 5日㈫
▶図書館

12 月 29日㈫～１月３日㈰
▶青少年体育館 ▶スポーツ資料館 ▶直弥テニスコート
▶観光情報センター ▶印旛沼サンセットヒルズ

12 月 31日㈭～１月３日㈰
▶小出義雄記念陸上競技場 ▶岩名球技場 
▶岩名テニスコート 
◇冬季休業期間 
▶大作球場：12月７日㈪～２月 28日㈰ 
▶長嶋茂雄記念岩名球場・岩名第２球場：12月 21日㈪～
２月 28日㈰

【配布場所】市役所、市内出張所・派出所、市民サービ
スセンター、市内各郵便局など
※各施設の配布数には限りがあります。配布
終了後は、市ホームページよりダウンロード
のうえご利用ください
※ 12 月 29 日㈫～ 31 日㈭は、市役所 1号館
の守衛室で配布します
※門松カードの配布は今年度限りで終了しま
す（来年度以降は、ダウンロードのみ）
問い合わせ　公園緑地課 ☎（484）0940

お正月用「門松カード」を配布しています

練習日時　月３回・土曜日 
午前９時 30分～ 11時 30分
練習場所　市民音楽ホール練習室ま
たは 臼井公民館
費用　無料
※新型コロナウイルス感染症の状
況により、変更が生じ
ている場合があります。
詳細はお問い合わせく
ださい

少年少女ハンドベル教室
メンバー募集

　小学生を対象とするハ
ンドベル教室です。練習
の見学もできます。

問い合わせ　☎（461）6221
所在地　〒 285－0837  佐倉市王子台 1－16
休館日　第２・４月曜日（祝日の場合はその翌日）

YouTube佐倉市公式チャンネルで配信中！


